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・ 外来機能報告を見据えた外来機能の分化、 連携体制の構築 　 ・ 第８ 次医療計画「 ５ 疾病６ 事業及び在宅医療」 を見据えた高度専門医療　 ・ 専門医療の機能

強化、 地域ニーズに応じ た新サービスメ ニュ ーの開発　 ・ 予防医療の質向上と 機能強化　 ・ メ ディ カ ルスタ ッ フ 協働によるチーム医療の積極的推進　 など

・ 各診療科における中長期計画の再検証と 専門医療の再強化　 ・ 病棟、多職種間の連携強化を目的とし た

総合診療医の配置　 ・ 専門医療、在宅・ 生活支援まで可能な総合診療体制の確立　 など

・ 多様な精神疾患対応に向けた取り 組み　 ・ 精神科救急医療体制の継続　 ・ 認知症疾患医療の拡充　 ・ 入院に頼 ら ない精神医療の展開　 ・ 地域生活支援機能

の拡充　 ・ 精神科病床の編成検討　 ・ メ ディ カルスタッフ 協働によるチーム医療の積極的推進　 ・ 災害発生、感染 症流行時の対応力強化
・ ３ 精神科病院（ 谷山・ 奄美・ 徳之島） における病床編成の再検討

stag e 1

令和４（ 2022）年度
stag e 2

令和５（ 2023）年度
stage3

令和６（ 2024）年度
stag e 4

令和７（ 2025）年度
stage 5

令和８（ 2026）年度

公益目的事業の遂行、職員の物心両面の幸せの追求、法人運営の健全化と 財務基盤の安定化・ 強化、働き 方改革と DXの推進、慈愛会総合情報システム（ J-TIS）の安定稼働と DW Hを 利活用し たデータ マネジメ ント の体制構築

公益目的事業の遂行、法人運営の健全化と 財務基盤 の安定化・ 強化、職員の物心両面の幸せの追求、働き方改革とDXの推進、慈愛会総合情報システム（ J－TIS）の安定稼働と DW Hを利活用し た
データマネジメ ント の体制構築

・ 質の高い在宅医療、在宅・ 介護支援機能強化に向けたソフト・ ハード 面の体制構築　 ・ 法人内外に おける医療機関や介護関連施設と のネット ワーク 構築　 ・ LIFE（ 科学的介護情報システム） のフィ ード バッ クデータによる介護の質と 生産性の向上

・ 法人内外で活躍できるプロフェッ ショ ナルな人材開発と 教育支援の充実　 ・ 慈愛会教育シス テム（ 多職種共同教育システム） の構築　 ・ 全職種能力開発プログラムの推進、ミド ルマネジメ ント 研修、慈愛会学会学術集会の開催など

・ 患者送迎体制の拡充と 強化　 ・ 地域医療連携室・ IPFM（ 入退院支援センター） を 中心とし た医療機関や介護関連施設と のネット ワークの拡張、関係性の強化　 ・ 地域と の関係構築に向けた継続的な取り 組み

・ 行政や障害保健福祉圏域「 鹿児島・ 奄美圏域」 における関係機関と の継続的 な連携体制の構築、地域移行・ 退院支援にむけた在宅サービスの拡充、地域と の関係構築に向けた継続的な取り 組み

・ 医療機関や介護事業所、地域包括支援セン ター等との継続的な連携体制の構築、地域と の関係構築に向けた継続的な取り 組み

地域共生社会の実 現を目指す地域包括ケアシステムにおける役割の確立

診療報酬改定 診療報酬・ 介護保険報酬同時改定 診療報酬改定

全体ステッ プ

共通方針

地域医療構想と 地域包括

ケアシステムの体制構築

まちづく り・ 地域共生

社会の実現

在宅・ 介護

在宅・ 介護

障がい

障がい

一般

期間

区分

一般

共通

5カ年計画のステップ

第３ 次マスタープラン　 ５ つの柱

１ ． 公益目的事業の遂行

・ 既存項目と 新たな項目（ 追加） の検証・ 実績づく り

２ ． 地域医療構想と 地域包括ケアシステムの体制構築

・ 当法人の強みである（ 1）一般診療科と 精神科の両輪、（ 2）高度急性期

（ 救急）・ 急性期医療から在宅医療・ 介護・ 福祉まで広範囲で切れ目ない

サービスの提供

・ 有事における対応力の強化（ BCP〈 災害・ 感染〉策定・ 実地訓練の実施）

３ ． まちづく り ・ 地域共生社会の実現

・ 地域共生社会（ こども・ 高齢者・ 障害者など全ての人々が地域、暮らし 、

生き がいを共に創り 高め合う こと ができる社会） の実現を 意識し た、

地区・ 域における各事業所の特性に応じ た役割の獲得

・ 医療、介護福祉、地域連携の構築（ 医療機関（ 介護福祉事業所）～地域

住民～行政機関）

４ ． 地域社会に貢献でき る人材育成及び教育体制の充実

・ 法人内外で活躍でき る人材開発と 教育支援の充実

・ 慈愛会教育システム（ 多職種共同教育システム） の構築

５ ． 法人運営の健全化と 財務基盤の安定化・ 強化

・ 慈愛会フ ィ ロソ フ ィ に基づいた法人運営

・ 予算に基づく 事業収益、 事業利益、 償却前利益の確保に向けた進捗

管理及び早期対応

・ 生産性の向上＝職員一人あたり 付加価値額の向上

公益財団法人慈愛会

第３ 次中長期５ カ 年計画

20 22年4月～20 27年3 月

テーマ

進化・ 深化
Evolutio n D eep en ing

（ マスタ ープラ ン）

第３ 次マスタ ープランが令和４ 年度から５ ヵ 年計画で始まり ます。第３ 次マスタ ープランの目標を、第２ 次マスタ ープランの

「 統合」 を引き継ぎ、さらに、新型コロナ禍の有事の経験をもと に、「 進化・ 深化」 とし まし た。新型コロナ禍は、第２ 次マスター

プランの最中に始まりまし たが、当法人は、前もって準備していたBCPを試行錯誤し ながら活用・ 実践する中で、現場レベル、幹部レベル、法人レベルの

全レ ベルで適切に対応すること が出来まし た。これは、第２ 次マスタ ープランで「 統合」 を掲げ各事業所が運営を行っていたこと が、今回の新型コロナ

禍への対応の準備になっていたこと 、さ らに、この不測の事態を 経験すること で想定以上に「 統合」 が進む結果になったと 総括できます。第３ 次マス

タ ープランでは、「 統合」 を 進めさ ら なる「 進化」 を図るとと もに、一方で、サービス提供の場である現場の「 一人一人のスタッフ、一人一人のご利用者

（ 患者） 」 にまで目の届く 組織づく りを目指す「 深化」 を図ることを目標とし ます。さら なるサービスの質を向上さ せるためには、一方で、慈愛会スタッフ

の「 物心両面の幸せ」 がなければ果たすこと が出来ません。進化と 深化、一見、全く 方向性の違う ベクト ルを同時に満たすことを目指していきます。

理事長　 今村　 英仁

基本方針

地域医療構想と地域包括

ケアシステムの体制構築
まちづくり・ 地域共生社会の実現

地域社会に貢献できる人材育成

及び教育体制の充実

一般医療

障がい医療

福祉

在宅医療・

介護

共通

高度専門医療の充実
・ 専門医療の維持・ 拡大　 ・ 救急医療体制の更なる 充実

・ がん診療における集学的治療の拡充　 ・ 内視鏡治療の強化

・ 産科、 婦人科の専門医療強化　 など

地域における外来機能のポジショ ニング確立
・ 外来機能報告制度を見据えた外来機能の分化、連携体制の構築

予防医療の質向上と 機能強化　 など
・ 健診センタ ーの機能拡充

多様な精神疾患対応に向けた取り 組み
・ 認知症疾患医療の拡充　 ・ 発達障害等への支援対応、 医師

だけに頼ら ないメ ディ カルスタ ッ フ 多職種による 展開　 など

精神科救急医療体制の充実
・ 24時間365日対応できる 診療体制の確保

・ 身体合併症患者の受入れ体制確保　 など

入院に頼ら ない精神医療の展開

地域生活支援機能の拡充　 など

質の高い在宅医療、在宅・ 介護支援機能強化に向けたソフト・

ハード 面の体制構築

法人内外における医療機関や介護関連施設とのネット ワーク

構築

LIFE（ 科学的介護情報システム）のフィ ード バックデータによる

介護の質と生産性の向上

患者送迎体制の拡充と 強化

地域医療連携室・ IPFM（ 入退院支援センタ ー） を中心と し た

医療機関や介護関連施設と のネッ ト ワーク の拡張、 関係性の強化

地域と の関係構築に向けた継続的な取り 組み
・ 健康まつり 、 市民公開講座や出前講座、 モニタ ー会議開催など

行政や障害保健福祉圏域「 鹿児島・ 奄美圏域」 における関係機関

と の継続的な連携体制の構築、 地域移行・ 退院支援にむけた在宅

サービスの拡充

地域と の関係構築に向けた継続的な取り 組み
・ 夏・ 秋まつり 、 広域における 講師派遣、 認知症カ フ ェ の開催

　 地域活動や災害時における施設の開放など

医療機関や介護事業所、 地域包括支援センタ ー等と の継続的な連

携体制の構築

地域と の関係構築に向けた継続的な取り 組み
・ 秋まつり 、 広域における 講師派遣、 地域交流講演会や認知症

　 カ フ ェ の開催など
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新型コ ロ ナ禍も ３ 年目を 迎えた令和４ 年度は、 いよ いよ post コ ロ ナ /w ith コ ロ ナを 見据えた１ 年になる

と 考えます。 先ず、 令和４ 年度の事業計画書の巻頭言を 掲載し ます。

― 令和４ 年度の公益財団法人慈愛会の事業方針 ―

新型コ ロ ナ禍は当初の予想を はるかに超えて３ 年目を 迎えた 。 慈愛会スタ ッ フ はその間の不測の事態

に対し て、 現場レ ベルで、 幹部レ ベルで、 法人レ ベルの全てのレ ベルで試行錯誤を 繰り 返し ながら も 非

常に適切な対応を 行っ てき た。 その結果、 こ の２ 年間で慈愛会スタ ッ フ は著し い成長を遂げると 同時に

法人と し ても 格段の飛躍を 遂げるこ と が出来た。

令和４ 年度は、 筋肉質に強化さ れつつある 当法人の地固めを 目指すと と も に、 一方で、「 一人一人の

スタ ッ フ 、 一人一人のご利用者（ 患者） を 大事にする 」 組織づく り を 目指し ていかなければなら ない。

未知のウイ ルスである新型コ ロ ナに対し て医療者がこ れだけ献身的に従事し てき たのは使命感から に他

なら ない。 ただし 、 使命感だけで今後も 同様なサービスを 提供するのは不可能である 。 法人と し て献身

的に前線で戦う スタ ッ フ に対し て燃え尽き ないで仕事を 継続し ても ら えるにはどのよう なサポート をす

れば良いかが試さ れる１ 年と なる。

令和４ 年度を、 引き 続き「 有事に遭遇し ても びく と も し ない法人」 を 目指すと 同時に、 当法人の理念

である「 慈愛会スタ ッ フ の物心両面の幸せを目指す」 こ と の両立を 図る１ 年と する。

令和３ 年度は「 有事に遭遇し ても びく と も し ない組織づく り 」 を 掲げ、「 慈愛のサービ スを 一人でも 多く

の顧客に届ける 」（ ＝顧客を 増やす！） こ と を 目指し まし た。 今年度はさ ら に「 人」 に目を 向ける こ と を 追

加し まし た。 また、今年度から 当法人の第３ 次中長期計画が始まり ます。 こ ちら は、第２ 次中長期計画の「 統

合」 を 引き 継ぎ「 進化・ 深化」 と し まし た。 法人内の連携が進んではき まし たが、 現場レ ベルになる と まだ

まだ足り ない部分が多々あり ます。 また、 組織づく り と 診療の充実と 質向上は両輪であり 、 医療サービスそ

のも のを レベルアッ プさ せるこ と は不可欠です。 第３ 次計画では、 事業所ごと 、 医療スタ ッ フ 部門ごと に加

えて、 診療部門ごと の５ カ 年計画を 立てても ら い掲載し まし た。

今年度から 力を入れる 「 人」 については、 慈愛会スタ ッ フ と ご利用者（ 患者さ ん） 双方に目を向ける必要

があり ます。 医療の世界でも 働き 方改革が求めら れ、 一方で、 年功序列型の給与体系から 、 同一労働同一賃

金を 含むジョ ブ型給与体系への移行も 必須と なり ます。 こ の制度改革に対応する ためには、 2,000 名を 超え

る慈愛会スタ ッ フ の一人一人のキャ リ アアッ プを 支援し 向上さ せるこ と が、 こ のジョ ブ型制度と の両輪と し

て必須と なり ます。

ご利用者（ 患者さ ん） の診療に関し ては、 新型コ ロナ禍で生活支援までサービスを 提供でき るこ と が求め

ら れてき ています。 そのためには、 お一人お一人のご利用者（ 患者さ ん） のプロフ ィ ールを 大事にデータ ベ

ース化し て、 サービスに応じ て情報共有するこ と が必須と なり ます。 いずれも 一朝一夕に出来るこ と ではあ

り ませんが今年度から し っ かり と 取り 組んでいき ます。

「 人」一人一人に目を 向ける

公益財団法人慈愛会　 理事長　 今村　 英仁

巻 頭 言
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▲

第３ 次マスタ ープラ ン　 重点戦略テーマと 取組項目（ 戦術）

▲

2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

今村総合病院

１ ． 高度専門医療への取り 組み
※ P14 ～診療科マスタ ープラ ンに詳報

　（ 1） 専門医療の維持・ 拡大在宅生活を見据えた専門医療の

提供

　（ 2） 救急医療の更なる充実

　（ 3） がん診療における集学的治療の拡充

　（ 4） 内視鏡治療の強化

　（ 5） 産科、 婦人科の専門医療強化

２ ． 地域における外来機能のポジショ ニング確率
　（ 1） 外来機能報告制度に沿っ た運用検討

①紹介・ 逆紹介率向上

②外来から 入院、 手術のスムーズな受け入れ方法の検討

③目指す外来機能に合わせた予約システムの検討

④待ち時間短縮への取り 組み

⑤電話予約の在り 方検討による患者サービスの向上と 業

務改善の推進

　（ 2） 地域の医療機関・ 介護福祉施設と の連携強化

　（ 3） Ｄ Ｘ 推進による業務改善

３ ． チーム医療の積極的推進
　（ 1） 法人内・ 院内の連携体制強化

①病棟・ 多職種間の連携強化を目的と し た総合診療医（ 包

括診療医） の配置検討

②いづろ 今村病院と の連携強化

　（ 2） チーム医療の充実

① MET チームの活動推進

② NST チームの体制強化

③緩和ケアチームの更なる充実

④臨床倫理コ ンサルテーショ ンチームの活動強化

⑤認知症ケアチーム及びリ エゾンチームの活動推進

　（ 3） 業務フ ロー作成による業務の可視化と 効率化推進

４ ． 災害時における対応力強化
　（ 1） BCP も 含めた災害時における対応力の強化

　（ 2） 感染症の流行に備えた診療体制強化 

５ ． 健全経営の追求
　（ 1） 地域医療連携の推進

①患者情報の共有化（ ネッ ト ワーク 化） による地域医療

連携の更なる推進

②診療科毎の他医療機関と の地域ネッ ト ワーク 作り

　（ 2） 総合入院体制加算２ の取得

　（ 3） 病院運営費の適正化の持続

　（ 4） DX の積極的推進と 生産性の向上

①ク リ ニカ ルパスのバリ アンス分析によるパス改善のシ

ステム構築

② DX の利活用による業務改善・ 患者サービスの向上

③Ｉ Ｔ の活用を含む職員間のコ ミ ュ ニケーショ ンツール

の検討

④ DX の推進によるペーパーレス化の推進

　（ 5） 医師の働き 方改革への対応

①医師事務作業補助者の教育研修体制構築

②医師の労働環境における運用面のルール作り

③研修等による医師の働き 方改革に沿っ た医師の意識変

容を図る

④診療支援部や特定看護師への医師業務のタ スク シフ ト

推進

　（ 6） 広報力の強化によるブラ ンディ ングの確立

　（ 7） 患者サービスの向上に向けた取り 組み

①送迎体制の拡充と 強化

②ネッ ト を含む予約の利便性向上

③他医療機関から の問い合わせに随時対応可能な体制の

整備

６ ． 地域の人材育成支援
　（ 1） 教育部門の統合と 体制強化

　（ 2） 初期研修医、 専攻医にとって魅力のある研修体制の整備

　（ 3） 特定看護師・ 認定看護師の積極的養成

７ ． 隣接・ 併設施設の整備と 拡充
　（ 1） 水産会館跡地の有効利用による病院機能の補完と 拡充

　（ 2） 保育所拡大による子ども ・ 子育て支援の更なる充実

「 天長地久」
有事に遭遇し ても びく と も し ない組織を目指し て

院長　 帆北　 修一

2022 年の今村総合病院の言葉と し て「 天長地久： 天は長く 地は久し 」（ 老子） を 選びまし た。 天と 地が

永久に存在するよう に、 物事がいつまでも 変わら ないこ と 、 また永遠の存在であるこ と と いう 意味です。

世の中の変化も そう ですが、 医療関係の環境変化のスピード はますます速く なっ ており ます。 当院では、

現状の課題を明確にし 、 時代の変化に対し てスピード 感を 以て的確に対応するこ と で「 有事に遭遇し ても びく と も し ない組織」

を目指し ます。

こ れまでの中長期計画でのいづろ 今村病院と の「 統合」 を 継続し 、 今後は一人一人の患者さ んを 慈愛会全体でシームレスに

支えるための連携をより 強固なも のにし ます。 同時に、高度専門医療の強化、新たな医療提供の開発に取り 組み、病院機能の「 進

化・ 深化」 を図り ます。

感染症を含む大規模自然災害時にも 影響さ れない BCP（ 事業継続計画） を確立し シミ ュ レーショ ンを行う こ と で、 患者さ ん・

職員・ 地域の皆さ んの安全確保に努めます。 また、 働き 方改革や DX（ デジタ ル・ ト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン） を進め、 生産性

向上を 目指し つつ、 全職員が働き やすく 活躍でき るよう に明るく 楽し い職場環境を確保し 、 満足度の向上を図り ます。

2022 年が新型コ ロナウイ ルス感染症が少し でも コ ント ロ ールでき、 健康で明るく 生活が出来るよ う に祈念し ており ます。 地

域の皆様の健康を し っ かり と 支えるこ と ができ るよう に職員一同頑張っ てまいり ます。
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▲

第３ 次マスタ ープラ ン　 重点戦略テーマと 取組項目（ 戦術）

▲

2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

いづろ 今村病院

１ ． 在宅療養支援病院と し て役割の確立と 機能拡充

　（ 1） 在宅生活を見据えた専門医療の提供

専門医療の維持・ 拡大

　 ※ P14 ～診療科マスタ ープラ ンに詳報

入退院支援機能の強化

新規事業の検討と 展開

透析部門の創設、 ロ ービ ジョ ン 外来の開設、 訪問型レ ン

ト ゲン撮影、 ほか

　（ 2） 病病、 病診連携等の推進

今村総合病院と の相互連携・ 一体化の促進

地域連携活動の継続

画像連携（ カ ルナコ ネク ト 推進）、 地ケア病棟活用（ フ レ

イ ル・ サルコ ペニア、 等） による診療所支援

　（ 3） 病院機能と し て、 かかり つけ医機能の拡充

在宅療養支援病院と し ての機能強化

（ 地ケア病棟入院料１ の維持と 機能強化型へ移行）

専門外への相談支援、 他院へ紹介・ 逆紹介など連携によ

る信頼性のある支援

　（ 4） 地域の病院と し て、 地域の健康や介護予防への貢献

地域住民協働による健康教室等の支援継続

地域介護予防事業の参画継続（ 疾病予防・ 栄養・ 運動支援）

　（ 5） 在宅医療・ 介護支援機能の強化

在宅診療部門の創設

地域連携・ 訪問診療・ 訪問看護・ 訪問リ ハ

居宅介護支援専門員の増員による在宅高齢者支援強化

２ ． 病院機能の再編成と 機能強化

　（ 1） 効率的な病院機能・ 運用（ 人・ 物・ 金・ 情報の見直し ）

一般、 及び地域包括ケア病棟の病床編成の検討

外来機能集約、 院外事業の拠点整備、 感染症対策

データ マネジメ ント の再構築

専門性の向上に向けた資格取得推進

　（ 2） 予防医療の質向上と 機能強化

人間ド ッ ク 健診施設機能評価 Ver.3.0 の更新

健診センタ ーの機能及び移転拡大に向けた取り 組み

特定保健指導の充実（ 多職種協働）

　（ 3） その他

病院機能評価機構認定施設 Ver.1.1 の更新

医師の働き 方改革への取り 組み（ 2024 年４ 月以降）

Ｉ Ｃ Ｔ 化（ DX） 推進、 働き やすい職場風土の醸成

オンラ イ ン診療への対応

BCP（ 災害・ 感染） の策定と 実地訓練

「 当院の存在する目的」 を常に自覚するよう に

院長　 常盤　 光弘

2022 年度から 当院の院長を拝命いたし まし た。 当院は今年度で創立 88 年を迎えます。 他の医療機関と

同様に、 国や自治体の人口構成変化や必要と さ れる医療・ 看護のニーズに合わせて、 また国の医療政策の

変遷に合わせて自院なり の改革を進めてき た歴史があり ます。 改革を止める こ と は許さ れずこ れから も 継

続し ていかなく てはなり ません。

今回策定さ れた第３ 次マスタ ープラ ンは詳細に作り こ まれた当院の中期目標設定です。 目標への到達を 目指すこ と は大切で

すが、 我々は更にその先にある も の「 当院の存在する 目的」 を 常に自覚し ておく 必要があり ます。 一般医療に関し ては、 治療

によ り 治癒・ 軽快し た患者を 家族の待つ自宅ある いは紹介元施設にお返し するこ と 、 緩和医療に関し ては不治の病を 持つ患者

の QOL と QOD を支える こ と 、 健診センタ ーに関し ては県民の健康の保持によっ て健康寿命を 延伸する こ と 、 単純ですがこ れ

ら が「 当院の存在する目的」 だと 考えています。 こ れら の目的（ 使命） を 全う するために目標があり ます。 目標に到達する た

めにはプラ ンにも 記載さ れている通り に人・ 物・ 金・ 情報が欠かせません。 特に人に関し ては健全運営をし ていく 中で最も 重

要であり 、 人（ 職員） の教育は「 目的」 に匹敵する我々の使命に他なり ません。

新型コ ロナウイ ルス感染症の収束も 見通せないなか病院の運営に関し まし ては職員の皆様から 頂ける多く の意見が欠かせま

せん。 我々皆で大いに考え、 議論し 、 協働し て「 目的」 を果たし ていき たいと 考えています。
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▲

第３ 次マスタ ープラ ン　 重点戦略テーマと 取組項目（ 戦術）

▲

2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

谷山病院

１ ． 病院外来・ 入院分野

　（ 1） 多様な精神疾患への対応

①認知症疾患医療の拡充

②身体合併症精神疾患患者の受入体制の確保

③発達障害等への対応

　（ 2） 精神科救急医療体制の継続

① 24 時間 365 日対応できる診療体制の確保

②急性期治療の在宅率目標の達成

③地域拠点病院の役割継続

　（ 3） 効率的な病棟運営

①入院患者構成等に基づく 病棟等の運営

２ ． 地域生活支援分野

　（ 1） 相談支援事業所の拡充

①法人内他施設等と の連携強化

　（ 2） 就労支援事業所の拡充

①就労定着事業の強化

②関連部署と の連携強化

　（ 3） リ ハビリ テーショ ン、 デイ ・ ケアの拡充

①プログラ ム・ アク テビティ の拡充

②関連部署と の連携強化

３ ． 災害発生・ 感染症流行時の対応力強化

　（ 1） 災害発生時における BCP を含めた対応力強化

①定期的な全体訓練実施と BCP 等のブラ ッ シュ アッ プ

②必要物資の適切な備蓄

　（ 2） 感染症流行時の対応力強化

①様々なパタ ーンを想定し た定期的なシミ ュ レーショ ン

と BCP 等のブラ ッ シュ アッ プ

４ ． 人材の育成

　（ 1） グループ内職員の育成

①認定看護師・ 相談支援専門員・ ジョ ブコ ーチ等の育成

②日常の研究活動に基づく 慈愛会学会学術集会等への積

極的な参画

　（ 2） 地域の人材育成支援

①研修医・ 各種実習生等の受け入れ

地域の中で役割を 果たす谷山病院

院長　 福迫　 剛

谷山病院の第３ 次マスタ ープラ ンの計画方針は、 多様な精神疾患への対応と 地域共生社会への参画です。

精神科救急を 通し て多様な精神疾患に対応するこ と で、 地域包括ケアシステムの中で病院と し ての役割を

果たし ていき ます。 また、 就労支援や相談支援などを 通し て、 地域共生社会の実現に貢献し ます。

2022 年度は、 具体的には、 ①精神科救急の地域拠点病院と し て役割を 果たし 、 ②結核（ 今年度も 、 COVID-19） を 含む身体

合併症への対応を 行い、③認知症への対応は認知症疾患医療センタ ーを中心に各方面と 連携し て行い、④長期入院者の地域移行・

地域定着を 併設施設（ ひだまり 、 ステッ プ、 し ら ゆり の郷） や訪問看護ステーショ ン などと 連携し て行い、 ⑤精神障害者の身

体合併症に対し ては、 今村総合病院などの一般病院と 連携し て医療を提供し ます。 ⑥児童思春期の精神疾患に対し ては、 メ デ

ィ カ ルスタ ッ フ を 中心に対応する体制を 整えていき ます。 対応でき ない疾患あるいは対応が不十分な疾患に関し ては、 他の病

院や施設などと 連携を 取り 患者さ んが地域の中で生活でき る よう 支援を 行います。 その他、 人材育成を 継続し て行い、 災害対

応も 怠り なく 準備し ていきます。

個人的には、 直腸がんも 術後６ 年を 経過し 、 再発なく 働けているこ と に感謝し 、 こ れまで通り 精神科医療に貢献し たいと 思

っ ています。
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▲

第３ 次マスタ ープラ ン　 重点戦略テーマと 取組項目（ 戦術）

▲

2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

奄美病院

１ ． 精神科版地域包括ケアシステムの充実

　（ 1） 24 時間 365 日対応可能な診療体制の維持

①保健所・ 警察・ 自治体、 一般他科と の連携強化

②医師等の確保及びオンラ イ ンによる対応の検討

　（ 2） 長期入院患者の退院に向けた支援

①５ 年超の長期入院患者の計画的な退院促進（ 5% ）

②病棟、 グループ在宅部門、 他事業所と の連携強化

　（ 3） 認知症疾患医療センタ ーの継続

①奄美群島各自治体　 初期集中支援チームへの関わり

②認知症カ フ ェ の再開等による啓発活動の実施

２ ． 在宅部門の充実

　（ 1） デイ ケアの充実

①利用者の高齢化に対応し たハード ・ ソ フ ト の充実

②休床病床有効活用と 効率的な運営の為の本館への移設

検討

　（ 2） 訪問看護ステーショ ンの充実・ 拡大

①人材投入と 「 寿」 システムの有効活用による体制強化

②喜界島・ 奄美北部・ 南部での展開、 サテラ イ ト ステー

ショ ンの検討

　（ 3） 就労継続支援事業所の充実

①差別化と 新規サービス・ 事業の見直し による利用者の

拡大

②少子高齢化による人材不足を補完する一般就労へ向け

た取り 組み

　（ 4） グループホームの充実

①長期入院患者の退院先と し ての役割継続

②入居者の高齢化に対応し た移設・ 新築等の検討

　（ 5） 相談支援事業所の充実

①効率的な人員配置による生産性向上

②他障害も 対象と し た新規開拓

３ ． 地域社会と の積極的関わり

　（ 1） 地域の人材育成支援

①研修医、 各種実習の積極的受け入れ

②タ スク シフ ト を可能にする認定看護師等の育成

③奨学金等の活用による現地採用拡大に向けた取り 組み

　（ 2） 地域貢献活動の充実

①各種会議への専門職の積極派遣・ 当院スタ ッ フ による

出前研修の実施

②地域行事への積極参加と 独自イ ベント の開催

　（ 夏祭り ・ ク リ スマス会・ 講演会等）

③地元町内会等と の連携強化（ 防災・ 減災・ 街作り 支援）

④無料低額診療の継続及び無料健康相談の継続と 内容充実

　（ 3） 子ども 子育て支援の継続

①企業主導型保育施設の維持及び充実（ 改築・ 移転の検討）

②発達障害、 児童思春期、 虐待問題への対応

４ ． 健全経営と 業務改善による 生産性向上

　（ 1） オーダリ ングシステムや各種システムの有効活用によ

る生産性向上

①医療情報室と の連携強化

②オンラ イ ン診療、 音声入力システム、 電子カ ルテの導

入検討

③Ｉ Ｔ に精通し た人材の育成と 確保

　（ 2） 適正なタ イ ミ ングでの病床再編

①人口動態、 診療報酬改定や施策変更に即応でき る体制

づく り

②地域医療体制に即応でき る体制づく り

　（ 3） 業務改善による生産性向上

① 5S 活動の推進と 院内決裁の在り 方の再検討（ ハン コ

廃止含む）

②完全調理済み食品の導入検討

利用者本位の生活を念頭に地域貢献を果たす

名誉院長　 杉本　 東一

「 W ith コ ロナ」 の長いト ンネルの中、 2022 年度を 迎えるこ と と なり まし た。 皆様も 緊張の糸を張り っ ぱ

なし で、 本当にご苦労の絶えない毎日をおすごし のこ と と 存じ ます。

さ て、慈愛会は、第３ 次中長期５ カ 年計画（ マスタ ープラ ン） を掲げ、新年度のスタ ート を切っ ており ます。

私たち奄美病院グループも 2025 年問題や共生社会を見据え、 引き 続き、 長期入院患者の退院促進を図り 、 また患者・ 利用者

が地域で安心し て生活できるよう 、 上記の計画を掲げ、 日々取り 組んでいると こ ろです。

特に少子高齢化のスピード の早い奄美は、 計画の４ 番目にあり ます「 生産性の向上」 は、 喫緊の課題です。 利用者も 職員も

少なく なる中、 良質の医療、 サービスを 提供でき るよう 、 IT 化、 それに併せ業務改善も 進めていると こ ろ です。 し かし ながら 、

生産性の向上や効率性の追求は、 利用者様の利益や職員の幸福を 忘れてし まいがちです。 利用者本位の生活を 念頭に考え、 ス

タ ッ フ の物心両面の幸福を追求し ながら 地域医療に貢献し てまいり ます。

３ 月には地元の県立大島高等学校が選抜甲子園出場を 果たし 、 奄美でも 「 やればでき る 」 こ と を体現し てく れまし た。 わた

し たちも 奄美の皆様に喜んでいただけるよう 地道に努力を重ねてまいり ます。 本年度も 宜し く お願いいたし ます。
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▲

第３ 次マスタ ープラ ン　 重点戦略テーマと 取組項目（ 戦術）

▲

2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

徳之島病院

１ ． 南三島一帯への良質な精神科医療と 看護の提供

　（ 1） 診療担当医の継続的な確保と 離島巡回診療及び相談の

継続

①沖永良部島担当　 院内常勤医師

②与論島担当　 非常勤医師

　（ 2） 多職種による離島訪問看護体制の確保と 拡充

①離島訪問看護委員会設立による情報共有と 教育

②多職種連携による訪問看護回数の増加

　（ 3） 入退院をスムーズに行える体制の構築

①地域の医療機関と の連携強化による相互受け入れ態勢

の構築及び効率的なベッ ド コ ント ロール

②退院後の総合的支援体制づく り （ デイ ケア・ 訪問看護）

　（ 4） 専門職による講演会の実施と 患者家族に必要な情報の

提供

①職員の講師派遣活動

②退院前訪問や退院支援委員会における患者家族への情

報提供

２ ． 病棟再編成による機能分化と 外来部門の充実
　（ 1） １ 病棟の精神一般病棟から 認知症病棟への転換

①医療・ 介護・ 福祉の関係機関と の情報共有と 連携強化

②将来を見据えたキャ ッ シュ フ ローのシミ ュ レーショ ン

　（ 収益・ コ スト の影響）

③認知症疾患の受け入れ態勢の構築

　（ 2） 看護職員配置の再編による外来部門の強化

①必要人員の確保（ 外来・ 訪問看護師）

　（ 3） 外来及び診療支援部の支援体制の強化及び診療体制の

整備

①人員配置の見直し （ ローテーショ ン の取り 入れ）

②診療日ごと の患者数のばら つき をなく し 待ち時間短縮

の取り 組みを実施

３ ． 地域移行支援の継続と 地域定着支援の活性化

　（ 1） 長期入院患者の退院に向けて行政を含めた地域定着部

会の継続

①精神障害部門での中心的な役割を担う 職員配置の継続

　（ 2） 就労継続支援Ｂ 型事業所「 あし たば」 の開設

　（ 3） デイ ケア「 あおぞら 」 の拡充

①デイ ケア／ショ ート ケアの送迎を増やし 件数アッ プを

図る

　（ 4） 地域の施設と の連携を行い、 患者が望む形での生活支

援を実施

①医療福祉相談室を中心と し た地域施設と の情報共有

４ ． 地域貢献と 開かれた病院づく り

　（ 1） 秋祭り など地域住民参加型でのイ ベント 開催

　（ 2） 地域のイ ベント への参加

　（ 3） 災害時の病院施設開放の周知

　（ 4） 地域住民への講演会や専門職による指導の実施

５ ． 将来を 見据えた人材確保と 育成
　（ 1） プロフ ェ ッ ショ ナルな人材育成と 支援

①スタ ッ フ のキャ リ アプラ ンに応じ た教育支援

②専門スキル習得に向けた働き かけと 学習支援

　（ 2） 地域の学校訪問活動と 職場体験の受け入れ

①専門職による高校への就職説明会の実施

　（ 3） イ ンタ ーンシッ プ受け入れ

①作業療法士及び管理栄養士等の受入れ継続

　（ 4） 法人内の協力を 得て人事交流を活用、 業務改善を推進

2022 年度に向けて

院長　 末満　 純一

皆さ んこ んにちは、 亜熱帯の島（ 徳之島） から 抱負を お届けし ます。 こ の島でも 皆さ んの所と 同じ よ う

に昨年に引き 続き コ ロナに悩まさ れまし た。 その影響を 受け「 入院から 地域へ」 を掲げて、 患者さ ん・ 家

族に好評だっ た沖永良部島、 与論島への巡回診療や訪問看護を 中止せざるを 得ないこ と も あり まし た 。 こ

の南三島の精神科医療を 担う 私達と し まし て非常に歯痒い思いでし た 。 来年度は、 こ のう っ 憤が晴ら せるよ う に一層力を入れ

ていき たいと 思っ ています。

また内にあっ ては、 離島の人口減少と 相まっ て入院患者さ んも 減少し 、 同時に高齢化も 進んでいます。 当然のこ と 患者さ ん

たち を支えるスタ ッ フ も ギリ ギリ の状態です。 そこ で少数精鋭の「 プロフ ェ ッ ショ ナル」 が求めら れます。 離島と いう ハンデ

に負けず、 スキルアッ プの援助が出来ればと 思っ ています。

そんな中、 現在３ つの病棟でやっ ていますが、 こ れではスタ ッ フ の負担が重過ぎます。 そこ で２ つの病棟に縮小し 、 将来的

には認知症治療病棟への転換も 視野に考えています。 また病床縮小に伴い、 その受け皿と し ての「 就労継続支援作業所」 の開

設と 「 デイ ケア」 の拡充、 外来部門の強化が望まれます。 今こ そ一丸と なっ て頑張ろ う ! !
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▲

第３ 次マスタ ープラ ン　 重点戦略テーマと 取組項目（ 戦術）

▲

2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

愛と 結の街グループ

１ ． 施設サービ ス（ 入所） 機能の充実・ 強化
　（ 1） 医療ニーズの高い施設入所者への対応強化

　 　（ 慈愛会内施設と の連携強化）

①急変時の対応

　（ 今村総合病院・ 谷山病院・ 高麗町 CL・ オハナ CL））

②慈愛会グループ各病院から の柔軟な入所調整・ 受け入

れの強化

　（ 2） 在宅支援の強化

　 　（ 退所前後訪問指導、 訪問リ ハビリ 等）

２ ． 選ばれる 通所サービ ス（ 通所リ ハ・ 通所介護） の
仕組み作り

　（ 1）「 強み」 を 出せる通所サービスの構築・ 提供（ 機能強化・

サービスメ ニュ ーの刷新・ 送迎の効率化）

　（ 2） 利用者の安定確保のための継続的営業活動（ 顔の見え

る関係構築）

※市内病院、 ク リ ニッ ク 、 居宅支援事業所・ 地域包括支援

センタ ー等に向けて

３ ． 地域に頼ら れる 居宅（ 在宅・ 訪問） サービ スの提
供体制の構築

　（ 1） 慈愛会グループ、 地域の病院・ 施設と の連携強化によ

る利用者確保（ 訪問介護）

　（ 2） 訪問給食・ ふれあい会食の継続

４ ． 地域と の関わり の強化
　（ 1） 地域イ ベント への積極参加

　（ 2） 町内会コ ミ ュ ニティ と のつながり 強化（ 定期懇談会・

セミ ナー・ 講演活動）

　（ 3） BCP（ 業務継続計画） に基づく 地域住民と 協調し ての

災害対策の実施

５ ． DX（ デジタ ルト ラ ン スフ ォ ーメ ーショ ン） 化によ
る業務効率アッ プ・ 職場環境改善の仕組みづく り

　（ 1） Ｌ Ｉ Ｆ Ｅ （ 科学的介護情報システム） のフ ィ ード バッ

ク データ の有効活用（ アウト カ ム重視）

　（ 2） Ｉ Ｔ 環境を利用し 、 在宅で介護相談をはじ めと し た面

談・ 面会が出来る仕組みづく り

　（ 3） 職場におけるアナログデータ のデジタ ル化（ デジタ イ

ゼーショ ン） の推進

６ ． 地域を 支える人材の育成
　（ 1） 認定看護師、 特定行為看護師、 認定看護管理者、 実習

指導者、 介護キャ リ ア段位保有者等プロフ ェ ッ ショ ナル

人材の継続的な育成

　（ 2） 新入職員に寄り 添い指導・ 相談的役割を担う プリ セプ

タ ー・ メ ンタ ーの育成

　（ 3） 自ら 考え自立し て行動できるリ ーダーの育成（ 管理者

任用候補者）

　（ 4） 経営的視点を 意識し 、 経営資源（ ヒ ト ・ モノ ・ カ ネ）

を活用し 成果を出せる管理者の育成

７ ． 生産性の向上
　（ 1） 労働生産性の向上に向けたソ フ ト ・ ハード の見直し

谷山地区における「 超強化型老健」 と し ての
　 　 　 存在意義を 示し たい（ その５ ）

施設長　 野村　 秀洋

昨年度も コ ロナ災禍の中で、 更なるオミ ク ロン 株６ 波の感染予防に振り 回さ れた１ 年でし た。

今年度は第３ 次マスタ ープラ ン「 人生 100 歳時代」「 2040 年問題」 を 見据えた地域と と も に歩む事が出来る 組

織の確立を 計画方針と し て掲げまし た。

初年度の重点戦略テーマと し ては、

１ ． 施設サービス（ 入所） 機能の充実・ 強化

　（ 1） 医療ニーズの高い施設入所者への対応強化（ 慈愛会内施設と の連携強化）、

　（ 2） 在宅支援の強化（ 退所前後訪問指導、 訪問リ ハビリ 等）

２ ． 選ばれる通所サービス（ 入所（ 通所リ ハ・ 通所介護） の仕組み作り

３ ． 地域に頼ら れる居宅（ 在宅・ 訪問） サービ スの提供体制の構築

以上３ つの最重点テーマを中心に取り 組みます。 そし て事務部

においては、 LIFE（ 科学的介護情報システム） の有効活用の取り

組みが第一と 考えます。

我々は、 老健を 中心に愛結グループ （ 居宅介護支援センタ ー・

ヘルパーステーショ ン ・ デイ サービスセンタ ー・ グループホーム

など） の多職種協働の下、 谷山地区を中心と し た「 地域包括ケア

システムの拠点」 を目指し て、 地域活動に貢献し ています。

「 超強化型老健」 と し ての「 在宅復帰と 生活支援」 の機能を 強

化に職員一丸と なっ て取り 組み、 人生 100 年時代の生活支援の

場と し て地域の皆様方にご利用いただければと 願っ ています。
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▲

第３ 次マスタ ープラ ン　 重点戦略テーマと 取組項目（ 戦術）

▲
2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

鹿児島中央看護専門学校

１ ． 社会から求められる看護実践力の高い看護師の育成
　（ 1） 教育の充実（ 新カ リ キュ ラ ム運用、 評価）

①８ つのディ プロマポリシー到達に向けた教育課程の実施

②授業評価の取組

③卒業生の実践力評価

　（ 2） 学生が主体的・ 能動的に学ぶ教育活動の推進

①ポート フ ォ リ オ、 ルーブリ ッ ク 評価、 アク ティ ブラ ー

ニングによる主体的学習活動

②看護技術習得の強化

③シミ ュ レーショ ン教育の実践

　（ 3） 実習施設と の連携強化

①臨地実習の充実（ 臨床判断能力強化）、 新たな臨地実

習の工夫

②実習の場における IPE の体制構築

③臨床現場と 協働する シミ ュ レ ーショ ン 教育、 OSCE の

実践

２ ． 社会のニーズ、 看護基礎教育の動向に対応し た学

習環境の整備、 学生の支援体制の強化
　（ 1） 質の高い学生の確保

①学生確保活動（ オープンキャ ンパスの工夫、 ホームペ

ージ紹介、 高校訪問の継続）

②看護への関心を 開く （ 中学・ 高校への出前授業）

　（ 2） 放送大学で学ぶ学生の支援（ 学士資格取得者を増やす）

①在学中の支援

②卒業後の支援体制充実

　（ 3） 学生支援

①奨学金制度等の充実

②国家試験対策、 進路支援

③学生の心理的支援の体制強化（ 休学者・ 退学者を減らす）

　（ 4） Ｉ Ｃ Ｔ 推進

①学生のＩ Ｃ Ｔ 推進

（ 電子テキスト 活用推進、 Team s 活用）

②職員のＩ Ｃ Ｔ 推進

（ 会議の運用、 学籍管理、 オンラ イ ン授業）

③ペーパーレ ス推進

　（ 5） 教育の質の向上

①教員の継続教育システムの構築と リ ーダー育成

（ 教員養成課程の受講、 専任教員継続研修、 教務主任養

成課程、 リ ーダー研修）

②専任教員ラ ダーの積極的運用と 支援及び看護研究の継

続

③慈愛会看護部と のユニフ ィ ケーショ ン推進

　（ 6） 学校教育自己点検、学校関係者による評価の継続、公表

３ ． 学校の存在価値を 高め、 地域に必要と さ れる 学校

運営の推進
　（ 1） 今村総合病院と 協働し 、 学校移転に備える

① 2022.1 ～ ： 検討委員会発足

② 2024 ～ 2025 ： 新築工事

③ 2026.4 ： 新校舎移転

　（ 2） 地域に根ざし た貢献活動

①災害時の避難所と し ての提供

②学生及び教職員の地域ボラ ンティ ア推奨

③学生と 地域住民と の交流

③卒業生支援（ サポート キャ ンパス）

④看護教員の職能団体への講師派遣

⑤看護教員養成課程から の教育実習受け入れ

⑥地域の看護基礎教育に携わる看護職のキャ リ アアッ プ

セミ ナーの開催

新カ リ キュ ラ ムが開始さ れます
　 ～時代の変化に対応できる看護実践力の高い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 看護人材の育成に向けて～

副校長　 久徳　 美鈴

第３ 次マスタ ープラ ンには、 より 進化・ 深化し た魅力ある 学校づく り を 進めるため３ つの重点目標を掲

げまし た。 １ 点目は「 社会から 求めら れる看護実践力の高い看護師の育成に努める」、 ２ 点目は「 こ れから の看護基礎教育の動

向に対応し た学習環境を整えると と も に、 学生への支援体制の充実を図る」、 ３ 点目は「 学校の存在価値を 高め、 地域に必要と

さ れる学校運営を 推進する」 こ と です。 本校の強みは、 慈愛会各施設の資源を教育に活用でき る こ と です。 最大の事業である

臨床と 教育を融合でき る学校の移転を目指し ていきます。

いよ いよ ４ 月から は新し い教育課程の運用が始まり ます。 将来を 担う 看護職には、 こ れまで以上に高い能力が求めら れ、 役

割発揮に一層の期待がなさ れています。 地域全体を見る視点、 チーム医療の視点、 在宅看護、 フ ィ ジカ ルアセスメ ント の強化

が必要不可欠であり 、 本校では、 59 年の歴史の中で繋がれてき た「 奨学と 慈愛」 の理念を大事にし て教育課程を 編成し まし た。

時代の変化に対応でき る 看護実践力の高い看護人材の育成に力を 注いでいき ます。 新し い教育課程が本校の存在価値を 高める

も のになるよう に、 今後も 皆さ まのご支援を頂き ながら 丁寧に教育活動を 実践し ていき たいと 考えています。

11



▲

2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

▲

20 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

▲

2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

▲

2 0 2 2 年度事業計画　 取り 組み方針・ 抱負

安定し た運営の維持・ 継続

新年度へ向けて

職域を 超えた対応力の強化

オール慈愛会による
　 　 在宅支援の先駆けと なる

院長　 斧渕　 泰裕

院長　 鮫島　 久子

院長　 今村　 尚子

院長　 林　 恒存

2009（ 平 成 21） 年 11 月 に 開 院 し 、

12 年目と な る 2021 年９ 月に院長交代

いたし まし た。 前任の下本地院長が築か

れた体制を 維持し つつ、 慈愛会グループ

にあっ て在宅診療の充実を 図っ て参り ま

す。 当施設は、医師１ 人 看護師２ 人（ ４

月よ り 、 増員）、 理学療法士２ 人、 医療

連携１ 人、 医療事務２ 人、 事務責任者１ 人で構成さ れま す。

およ そ 100 名前後の在宅訪問診療と 30 名前後の訪問リ ハビ

リ テーショ ンを 実施し ています。 対象者の約半数が、 有料老

人ホーム・ サービス付き 高齢者向け住宅・ グループホームの

入居者になり ます。 自宅で介護さ れている 方は減る 傾向にあ

り 、 新規施設入居者の取り 込みがサービ ス提供者増に繋がり

ます。 １ カ 月の診療報酬高は、 700 ～ 800 万円ほど です。 事

業収益、 事業費用と も に平均的な黒字経営のク リ ニッ ク に準

じ ます。 第３ 次マスタ ープラ ン の重点テーマに掲げた人材確

保と 育成に取り 組み安定し た運営を 維持・ 継続し ていき ます。

当院は診察前に栄養士を 含め看護師に

よ る問診、 療養指導、 症例によ っ ては足

観察や簡易処置を 行い、 医師診察の流れ

で診察を 行っ ていま す。 CDE が２ 名で、

医師の体制は常勤１ 名、 非常勤５ 名です

べて糖尿病専門医です。 新型コ ロナウイ

ルス感染症の影響は続き 、 対面での栄養

指導や、 検査、 ド ッ ク を 受ける 方が減っ ています。 今年はせ

めて合併症に関する 検査を 勧めていき たいと こ ろ です。 かか

り つけ患者さ んへの新型コ ロ ナワク チン 接種を おこ ないまし

たが、 待合室整備や接種場所の設営などで勉強会や教育の時

間がと ら れ、 患者さ んへの指導、 フ ィ ード バッ ク が以前よ り

十分でき ていないと 感じ ており 、 こ の１ 年は基本を 振り 返る

一年と し ていき たいと 思っ ており ます。

2022 年度の目標患者数は、 外来患者

延べ人数 900 人、 糖尿病患者数 810 人

と 前年度の目標と ほぼ同数です。 今年度

も コ ロ ナウイ ルスの流行が受診者数に影

響を 与えると 思われます。 受診に不安が

あり 、 受診控えを し がち な患者に対し て

「 正し い感染予防」 と 「 治療中断によ り

病状が悪化するリ スク 」 などの知識を 提供でき る よ う 努めて

いき ます。 今年度は施設内の職員構成も 変わるため、 担当業

務も 変化し ます。 限ら れた人員で、 こ れまでと 同等のサービ

スを 提供する には事務・ 看護師・ 栄養士の垣根を 超えた対応

力が必要になり ます（ も ち ろ ん職権を こ えない範囲です）。

糖尿病専門外来ク リ ニッ ク と し て職員一人一人の対応力を

強化し 、 患者様の心に届く 医療サービスを 提供でき るよ う 努

めます。

かかり つけ外来と 訪問診療を 開始し て

２ 年半、 特に訪問診療需要の増加は顕著

です。 安心し た在宅療養支援には、 マン

パワーと 役割分担が不可欠です。 また在

宅療養の質の担保には多職種での情報共

有と 、 在宅・ 緩和医療に精通するスタ ッ

フ の持続的な育成が必要です。「 進化と

深化」 を掲げる慈愛会が、 今後総力を結

集し た在宅支援体制を 構築するために、 オハナがその先駆け

と なっ て以下の実践を 通じ て多く の人材が行き 交い 、 集う 場

にし ていき たいと 考えており ます。

・ 不要な業務削減、生産性向上を目的とし たICTの導入・ 活用

・ 無理なく 持続可能な業務体制づく りと 、事業規模と ニーズに

見合った人材の拡充

・ スタ ッ フ のための勉強会、 カ ンフ ァ レ ンスの通年実施

・ 地域医療研修での初期研修医の教育、 また特定看護師の現

場実践の場の提供

・ 在宅スタ ッ フ 育成を 目的と し た法人内医師、 看護師によ る

訪問診療機会の提供

高麗町ク リ ニッ ク

七波ク リ ニッ ク

慈愛会ク リ ニッ ク

かごし まオハナクリニッ ク
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血液内科〈 いづろ 今村病院・ 今村総合病院〉

慈愛会の血液内科と し てそれぞれの専門性を 高めると と も に、 両

院の連携を深めていく 。

【 いづろ今村病院】

主に 3 疾患（ MDS、 白血病、 リ ンパ腫） への専門医療の提供と 高

齢血液疾患患者に対し て在宅生活を 見据えた医療・ ケアの提供体制

を構築する。

【 今村総合病院】

全国有数の移植センタ ーと し て積み上げた高い専門性及び実績を

積極的に地域へ発信するこ と で、 当院血液内科のポジショ ニング確

立と 医療従事者の育成に努める。

いづろ今村病院

１ ． 専門医療の維持拡大
⑴ 3 疾患（ MDS、 白血病、 リ ンパ腫） の専門的な診療の維持拡大

２ ． 専門性の高い血液疾患治療に加え在宅生活を見据えた治療と ケ

ア
⑴高齢血液疾患患者への在宅を見据えた治療と ケアの提供

３ ． 内部連携の強化・ 推進
⑴今村総合病院と の連携体制の維持

⑵院内他科と の柔軟な連携の推進

今村総合病院

１ ． 専門医療の維持拡大
⑴全国有数の移植センタ ーと し ての位置づけ確保

⑵非血縁者間末梢血幹細胞採取認定病院の取得

⑶ CAR-T 導入可能な病院への体制づく り

⑷造血器疾患の専門的・ 先進的治療 ( 新規薬剤の積極的導入 ) の維持

拡大

⑸ ATL 診療の充実

⑹臨床治験・ 臨床研究・ 公的研究班への積極的参加

２ ． 教育機関と し ての維持・ 向上
⑴研修医・ 専門医の教育・ 育成

⑵医療従事者の教育・ 育成・ 確保

⑶講演会等を通じ た地域・ 地域医師への啓発活動

３ ． ブラ ンド の構築
⑴論文・ 学会発表等を通じ た全国への情報発信

⑵ ATL 診療の充実維持

⑶全国有数の移植件数の維持

４ ． 血液診療ネッ ト ワーク の維持
⑴血液 W EB カ ン フ ァ レ ンス ( 年 3 ～ 4 回 ) などを 通じ た症例報告等の

相互学習

⑵県下・ 県外の病院と の臨床治験・ 研究などを 通じ た患者の紹介・ 逆

紹介を 通じ た関係性の維持

５ . 内部連携の強化・ 推進
⑴いづろ 今村病院と の連携体制の維持

⑵院内他科と の柔軟な連携の推進

⑶血液疾患の感染症管理対策の充実化と 稼働率の維持

消化器外科〈 いづろ今村病院・ 今村総合病院〉

慈愛会の消化器外科と し て、 両院の連携を深めていく 。

消化器がんに対する集学的治療を 更に充実さ せるこ と で、 地域に

おけるポジショ ニングの確立を図っ ていく 。

消化器内科と 連携し 、 消化器病センタ ーと し ての診療科連携体制

の強化を図る。

１ ． 消化管がんに対する集学的治療を充実・ 発展さ せる
⑴消化器がん手術件数の増加を図る

⑵外科手術へのロボッ ト 手術の導入を 準備する： 目標年度 2023 年度

２ ． 消化器病センタ ーと し ての体制強化 
⑴消化器内科と の連携を 深め、 消化器病セン タ ーと し ての更なる 体制

強化を 図る

３ ． 鹿児島における腹部救急医療の中核と なるこ と を目指す
⑴現状以上の腹部救急対応にはマン パワーが不可欠であり 、 更なる 手

術件数増加のためにも 大学への増員交渉を行っ ていく

消化器内科〈 いづろ 今村病院・ 今村総合病院〉

慈愛会の消化器内科と し てそれぞれの専門性を 高める と と も に、

両院の連携を深めていく 。

【 いづろ今村病院】

今後増加する高齢者に対し 「 慢性疾患の患者を最後まで見る病院」

と し て消化器内科の立場から 高齢者の消化器慢性疾患全般に対応し

ていく 。

今村総合病院と 連携を 取り つつ、 在宅療養支援病院と し て 急性

期治療後の在宅への移行を サポート する 。 具体的には、 経鼻内視

鏡や同日大腸ポリ ープ 切除など 患者負担の少ない検査治療を 導入

する。

【 今村総合病院】

消化器がんの早期発見を中心に、 幅広く 消化器系のがん治療を 提

供する。

いづろ今村病院

１ ． 専門医療の維持拡大、 高齢者消化器慢性疾患への対応
⑴コ ールド ポリ ペク ト ミ ーの導入

⑵軽～中等の炎症性腸疾患増悪時の生物学的製剤治療の導入と 拡充

⑶高齢者胆管炎、 胆管がんへの ERCP の導入： 2023 年度～

⑷消化器系手術不能がん患者への消化管金属ステ ン ト 治療の導入：

2024 年度～

⑸検査日の大腸ポリ －プ切除数増大： 2024 年度～

２ ． 消化器系検診の安全安心な検査の実施
⑴上部消化管内視鏡負担軽減に向けた経鼻内視鏡の導入と 拡大

３ ． 内部連携の強化・ 推進
⑴今村総合病院と の連携体制の維持

⑵院内他科と の柔軟な連携の推進

今村総合病院

１ ． 消化器がんの早期発見（ 特に膵臓がん）
⑴健診でのう 胞・ 主膵管拡張を 指摘さ れた患者を 継続し てフ ォ ロ ーす

る（ 1 年に 1 度は必ず超音波内視鏡を行う ）

２ ． 早期食道がん・ 胃がん・ 大腸がんに対する ESD 数を増やす
⑴大学専門医師と 連携し 、 当科での切除実績を上げる

３ ． がん化学療法（ 特に胆道がん・ 膵がん） の件数を増やす
⑴他院に紹介せず、 当科で対応する（ 生検・ 化学療法・ 緩和含め）

循環器内科〈 いづろ 今村病院・ 今村総合病院〉

慈愛会の循環器内科と し てそれぞれの専門性を 高める と と も に、

両院の連携を深めていく 。

【 いづろ今村病院】

高齢者心不全パンデミ ッ ク を見据えた急性期医療から 在宅・ 終末

期医療提供に向けた体制整備を 行い、 地域におけるポジショ ニング

を確立する。

【 今村総合病院】

院内他診療科や他職種と の連携を推進すると 共に、 地域の医療機

関と の関係構築に努める（ 鹿児島医療圏のみなら ず、 垂水市も 含め

て検討する）。

地域での循環器疾患分野に関する健康維持に向けた奉仕活動を 行

う こ と で地域住民の健康を支える一翼を担っ ていく 。

いづろ今村病院

１ ． 専門医療の維持拡大
⑴リ ンパド レナージ外来・ 入院体制の確立

⑵循環器疾患専門訪問診療の維持・ 拡大

慈愛会第 3 次マスタープランにおいて、 診療部門のマスタ ープランが初め

て策定さ れまし た。 診療科ごと の中長期方針、 重点戦略テーマ・ 取り 組み

事項を 一挙掲載し ます。 取り 組み事項については、 時期を特記する項目を

除き、 5 カ年（ 2022 年 4 月から 2027 年 3 月まで） での達成を目指し ます。

今回の診療部門に続き、 次号では、 看護部ほか職能別各部門のマスタ ー

プランを掲載予定です。

診療部門
マスタ ープラ ン
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２ ． 高齢者心不全終末期ニーズへの対応
⑴高齢者心不全終末期増大による受け皿に対する体制の整備

３ ． 内部連携の強化・ 推進
⑴今村総合病院と の連携体制の維持

⑵院内他科と の柔軟な連携の推進

今村総合病院

１ ． 迅速な院内連携推進 (ER 及び各専門診療科 )
⑴ ER 及び各診療科に対する循環器疾患面のサポート の充実

２ ． 循環器疾患における病病連携及び病診連携の構築
⑴地域の医療機関と 顔の見える 関係の構築（ 侵襲的治療を 行う 高次医

療施設と の連携を 特に強化）

３ ． 自院完結型心不全診療体制の構築
⑴高次医療機関における 医療享受が困難な超高齢心不全患者に対し て

の薬物療法を 主体と し た心不全治療を 行う 体制構築（ 多職種連携の

推進を 図る）

４ ． 心臓リ ハビリ テーショ ン体制構築
⑴リ ハビリ テーショ ン科と の連携をより 一層強化し 、心臓リ ハビリ テー

ショ ンを発展さ せていく 。

５ ． 地域での循環器疾患分野に関する健康維持に向けた奉仕活動
⑴奉仕的啓発活動を 通じ 、 地域住民と の顔の見える 関係や信頼関係を

構築する こ と で、 緊急疾患たる 循環器疾患における 自施設への信頼

感を 獲得し 、 受診増加と 、 円滑かつ的確なマネジメ ン ト へと つなげ

ていく 。

眼科〈 いづろ 今村病院・ 今村総合病院〉

慈愛会の眼科と し て専門性の維持・ 拡大に努めると 共に、 法人内

施設や他診療科と の連携を深めていく 。

いづろ 今村病院糖尿病セン タ ーや今村総合病院の精神科・ 血液

内科と の連携を 強化し 、 よ り 良い診療・ 手術体制の構築を 図っ て

いく 。

近隣地域の医療機関と の連携を深め、 集患に取り 組んでいく 。

垂水市を中心と し た大隅地区の眼科と の連携も 強化し ていく 。

いづろ今村病院

１ ． 眼科専門医療の維持・ 拡大
⑴糖尿病性網膜症を 始めと する糖尿病関連疾患治療の維持・ 拡大

２ ． 地域医療機関と の連携拡大
⑴連携先診療所等への紹介・ 逆紹介の推進

３ ． 内部連携の強化・ 推進
⑴今村総合病院眼科と の連携体制の維持

今村総合病院

１ ． 専門性の維持・ 拡大
⑴全身麻酔手術（ 精神疾患患者・ 重症網膜剥離） への対応

２ ． 専門性の維持・ 拡大
⑴腎疾患（ 透析患者への対応）・ 血液疾患患者の眼疾患治療

３ ． 他科と の連携
⑴精神科・ 血液内科等の疾患患者で眼科単独では治療でき ない患者の

治療

４ ． 地域医療機関と の連携強化
⑴鴨池・ 荒田地区の眼科と の連携（ 市立病院・ 鴨池眼科・ 坂元眼科・

川畑眼科）

⑵垂水フ ェ リ ー乗り 場から の近さ を 生かし 、 垂水市を 中心と し た大隅

地区の眼科と の連携強化

５ ． いづろ今村病院と の連携・ 役割分担
⑴いづろ 今村病院糖尿病センタ ーと の連携・ 疾患別患者分担・ 急性期・

慢性期患者診療

腎臓内科〈 今村総合病院〉

専門医療の確立と し て腎臓内科認定施設、 透析認定施設を 維持す

ると 共に、 透析業務の効率化を積極的に進めていく 。

また、 将来への対応と し て腎臓専門看護師の育成にも 取り 組んで

いく 。

１ ． 透析業務の効率化
⑴透析室を紙カ ルテから 電子カ ルテシステムに変更し 、 透析業務の効

率化を 図る。

２ ． 専門医療の確立

⑴腎臓内科認定施設、 透析認定施設を 維持し 、 専門医研修施設と し て

の役割を果たす。

３ ． 他科と の連携強化
⑴他科入院の血液浄化を 必要と する 患者の受け入れが潤滑に行える よ

う 連携の推進を行う

４ ． 腎臓専門看護師の育成
⑴現在週 1 回腎代替療法指導管理料のと れる 選択外来を 実施し ている

が、 今後加算がと れる であろ う リ ハビリ への対応も 含めて腎臓病療

養指導士の育成を図る

⑵上記理由により 、 慢性腎臓病療養指導看護師の育成を 図る

⑶上記理由により 、 腎臓リ ハビリ テーショ ン指導士の育成を図る

泌尿器科〈 今村総合病院〉

ダヴィ ンチや小線源治療装置の導入に向けて、 ハード 面・ ソ フ ト

面での体制整備を図る。

泌尿器疾患における手術件数増加や尿路結石治療の更なる充実を

図っ ていく 。

１ ． ダヴィ ンチの導入
⑴手術室を含むハード 面の整備： 2022 年度

⑵医師を 含む人員体制確保と 教育体制の整備： 2022 年度

２ ． 小線源治療の開始
⑴小線源治療開始に向けての準備と 運用面の整備： 2022 年度

⑵小線源治療装置導入に際し 、 地域の先生方への周知を 行う ： 2022-

2023 年度

３ ． 泌尿器疾患に関する手術体制の確保
⑴泌尿器疾患における手術件数の増加に向けての人員体制確保

４ ． 尿路結石治療の更なる充実
⑴体外衝撃波結石破砕術の件数増加

⑵経皮的腎尿管砕石術の件数増加

脳神経内科〈 今村総合病院〉

脳卒中救急受け入れ施設と し て、 脳神経外科と 協力し ながら 365

日 24 時間の受け入れ体制を維持する。

専門医療の確立と し て、PSC（ 一次脳卒中センタ ー）、tPA 投与施設、

血栓回収可能施設と し ての機能を維持し ていく 。

また、 いづろ 今村病院と の連携を 図り 、 当院医師による脳ド ッ ク

診療を実施する。

１ ． 脳卒中救急受け入れ施設と し て現在の入院数を維持する
⑴脳神経外科と 協力し 、 脳卒中当直（ SCU 当直） 体制を 通じ て 24 時

間の救急受け入れ体制を維持する

２ ． PSC（ 一次脳卒中センタ ー）、 ｔ PA 投与施設、 血栓回収可能施
設であるこ と

⑴施設認定に必要な症例登録件数を継続する

⑵血管内治療医の育成を図る

⑶脳卒中専門医の育成を図る

３ ． 若手医師・ 研修医・ 看護師教育に注力し 、 エキスパート を 育成

する
⑴専門医による講義や学会参加・ 発表を 促し ていく

４ ． いづろ今村病院と の連携
⑴当院脳神経内科・ 脳神経外科の常勤医によ り 、 いづろ 今村病院で脳

ド ッ ク 診療を行う

脳神経外科〈 今村総合病院〉

急性期の脳卒中受け入れ機関と し て、 患者を断ら ない体制を継続

する。

脳神経内科を含む院内連携体制と 共に、 大学病院と の協力体制を

継続する。

また、 教育機関と し て初期研修医等の教育・ 育成に努める。

１ ． 急性期脳卒中、 頭部外傷に対する救急医療の維持
⑴断ら ない救急医療体制を継続

２ ． 脳神経内科と の連携維持
⑴外科治療を 要する 脳血管障害を 当科で引き 続き 担当、 内科的治療に

関し ては脳神経内科へ依頼する相互サポート 体制を継続

３ ． 脳卒中予防外科治療の向上
⑴直達手術、 血管内治療の適切な使い分けで、 症例数増加・ 治療成績
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向上を 図る

⑵紹介元への情報提供、 逆紹介を 通じ 、 当院での医療体制の周知を 図

る

４ ． 大学病院と の連携維持
⑴疾患に応じ て、 引き続き 大学病院と の協力体制を継続

５ ． 教育機関と し ての向上
⑴初期研修医等の教育・ 育成に努める

救急・ 総合内科〈 今村総合病院〉

慈愛会の救急・ 総合内科と し て、 いづろ 今村病院の総合診療科と

の連携を深めていく 。

内科専攻医の増員を図り 、 入院患者数の増加や地方病院と の積極

的なローテーショ ンを図る。

専門医療の拡充を 図るため、 呼吸器科医による診療や感染症の専

門外来立ち上げなどを検討し ていく 。

１ ． 内科専攻医数増にて入院患者数を増やす・ 臨床研究を行う
⑴放射線科の入院管理を当科で行う

⑵専攻医にて臨床研究を行う

２ ． 呼吸器専門医の確保
⑴呼吸器科医による診療を 開始する

３ ． 感染症の専門外来立ち上げ
⑴ HIV 患者への対応を検討する

⑵渡航外来などの設置を検討する

４ ． 膠原病科医師数増加に伴う 膠原病科の拡充
⑴リ ウマチ科を 標榜する

⑵リ ウマチ科の宣伝を行う

５ ． 内科専攻医による地方病院と のローテーショ ン
⑴内科専攻医の増員を図る

⑵地方病院と の連携を行い、 外来・ 入院管理を行う

６ ． 救急医に参加し ても ら い、 非重症外傷診療を開始
⑴非重症外傷診療を 開始する

⑵大学救急部と の連携を図る

リ ハビリ テーショ ン科〈 今村総合病院〉

慈愛会のリ ハビ リ テーショ ン 科と し て専門性を 高める と と も に、

いづろ今村病院と の連携を深めていく 。

今まで同様、 脳卒中の患者を 中心に診ていく が、 そのほかの疾患

の受け入れも 柔軟に対応し ていく 。

積極的な後進育成や地域へのリ ハビリ テーショ ン医療の発信を 行

う こ と で、 地域貢献に努めていく 。

また、 積極的にリ ハビリ 医療の最新情報を収集するこ と で、 将来

に向けての対策を随時検討し ていく 。

１ ． 専門治療の維持・ 拡大
⑴脳卒中の患者を 中心に受け入れる が、 骨折や脊髄損傷、 切断そのほ

かの疾患も 柔軟に受け入れる

⑵嚥下障害、 痙縮、 高次脳機能障害、 装具作成など評価法の精度を 上

げると と も に、 適切な提案・ 指導ができ る体制をつく る

⑶先進的な治療法が開発さ れた時には積極的に導入し ていく

２ ． リ ハビリ テーショ ン科専門医育成
⑴多職種連携の実習（ 鹿児島大学 2 年） を 受け入れる

⑵リ ハビ リ テーショ ン 科学外臨床実習（ 鹿児島大学 5 年生） を 受け入

れる

⑶初期研修医やリ ハビリ テーショ ン科専攻医を受け入れる

３ ． 院内・ 院外連携の推進
⑴鹿児島市立病院の脳卒中カ ンフ ァ レ ンスへ参加する

⑵院内脳卒中センタ ーの回診へ参加する

⑶地域の急性期病院へ当院の治療実績の提示などを行う

４ ． 地域社会への啓蒙・ 貢献
⑴ SNS などによるリ ハビリ テーショ ン医療の発信を行う

⑵医師会活動などを 通じ た研修会を行う

５ ． 将来に向けての情報収集
⑴医療の進歩に伴いリ ハビ リ 医療の在り 方が変化する 可能性があり、

必要な情報を確保する

⑵医療分野のみでなく 工学的な発展も 今後考えら れる ので、 高齢者や

障碍者に応用でき るも のがないか情報収集に努める

整形外科〈 今村総合病院〉

整形外科疾患による慢性的な痛みの治療や運動・ 生活指導を行い

ながら 、 スポーツによる障害と 外傷の治療並びにその予防の指導を

継続し て行っ ていく 。

また、 スポーツ活動の普及や支援も 積極的に実施する。

スポーツ整形のリ ハビリ スタ ッ フ と の連携を 強化し 、 リ ハビリ の

質向上に努める。

１ ． 地域スポーツへの貢献
⑴各種スポーツ教室の開催

２ ． スポーツ団体への啓蒙
⑴スポーツ団体への現場での指導

３ ． 若手医師の育成
⑴若手医師を対象と し た研究会等の開催

麻酔科・ ペイ ンク リ ニッ ク 内科〈 今村総合病院〉

手術室増室やダヴィ ンチ手術導入へ対応でき る医師体制を 確保す

る。

麻酔科医の業務負担軽減を図るため、 ICT の活用も 検討し ていく 。

１ ． 手術室増室への対応
⑴麻酔科医増員に向けての HP 充実

⑵麻酔科医増員に向けての医師会報への求人情報掲載

⑶研修医の安定的な受け入れ体制整備

２ ． ダヴィ ンチ手術への対応
⑴麻酔科医増員に向けての HP 充実

⑵麻酔科医増員に向けての医師会報への求人情報掲載

⑶研修医の安定的な受け入れ体制整備

３ ． 麻酔科医の業務負担軽減
⑴ ICT 等を活用し た業務負担軽減

皮膚科〈 今村総合病院〉

慈愛会の皮膚科と し て、 いづろ 今村病院皮膚科と の連携を 深めて

いく 。

専門診療の維持・ 拡大を図ると 共に、 法人内・ 院内連携を 強化す

るこ と で幅広い疾患に対応できる診療体制を構築する。

また、 医療上のニーズがあるにも かかわら ず保険適用外の疾患に

対し 、 自由診療を含めた多種多様な治療体制を整備する。

１ ． 専門診療の維持、 拡大
⑴皮膚疾患専門診療の維持、強化（ 皮膚腫瘍、リ ンパ腫、乾癬、水疱症、

皮膚血管炎、 アト ピー性皮膚炎など）

⑵日帰り 外来手術体制の強化

⑶皮膚疾患入院体制の維持、 拡大

⑷在宅患者への皮膚科訪問診療体制の維持、 拡大

２ ． 院内連携の強化、 推進
⑴リ ウマチ科と の連携の更なる 推進によ る、 膠原病、 乾癬性関節炎等

の診療拡大

⑵放射線科と の連携の更なる推進によ る、 皮膚悪性腫瘍に対する 化学

放射線療法体制の強化

⑶血液内科と の連携による皮膚リ ンパ腫診療体制の維持

⑷総合内科、 眼科等と の連携によ る 重症薬疹等の診療体制の維持、 強

化（ 重症薬疹連携拠点病院の体制維持）

⑸いづろ 今村病院皮膚科と の連携強化によ る、 急性期から 維持期まで

のシームレスな入院治療体制の構築

⑹法人内各施設と の連携強化による、 皮膚科訪問診療の拡大

３ ． 医療上のニーズがあるにも かかわら ず保険適用がない部分への

自由診療による対応
⑴レーザー治療装置、LED 治療器等の導入による、術後や妊娠後の瘢痕、

がん患者の化学療法に伴う 脱毛、 通常の保険診療で効果不十分なざ

瘡等に対する治療体制の整備

⑵毛巣洞等、 多毛が原因と なる疾患に対する脱毛治療の体制整備

放射線科〈 今村総合病院〉

慈愛会の放射線科と し て、 いづろ 今村病院放射線科と の連携を 強

化する。

画像診断で地域医療に貢献する。

がん治療の一翼と し て放射線治療の増加を図っ ていく 。
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救急医療への支援と し て、 IVR の 365 日 24 時間オン コ ール体制

を継続し ていく 。

１ ． 画像診断で地域医療に貢献する ため、 的確 /簡潔 /迅速な報告

書を作成する
⑴ CT/MRI の画像診断件数は、 年間 24,000 件を 目指す

⑵画像診断の 2 重チェ ッ ク の徹底を 図る

⑶画像診断における翌診療日までの返書返し を徹底する

２ ． 放射線治療でがん治療の一翼を担う
⑴放射線治療は、 年間 4,000 件を目指す

⑵病診連携の強化と 各診療科と の連携強化を図る

３ ． IVR・ 高度専門技術で救急医療の一翼を担う
⑴ 365 日 24 時間オンコ ール体制を継続し ていく

４ ． 永久的に継続可能な診療体制の確立、 スタ ッ フ 育成を行う
⑴症例カ ンフ ァ レンスを徹底・ 充実する

⑵放射線診断 /治療専門医の確保を 計画的に行う

精神科〈 今村総合病院〉

当院精神科では、 精神科単科病院では対応困難な精神疾患・ 身体

疾患合併症例を引き続き受け入れていく 。

今以上に夜間・ 休日の受け入れ体制を強化するこ と で、 地域医療

に貢献し ていく 。

１ ． 夜間・ 休日受け入れ体制の強化
⑴医師・ 看護師の増員の検討

⑵医師・ 看護師の勤務体制の見直し

２ ． 外来の部分的稼働
⑴精神科の専任看護師確保を図る

⑵精神科外来での RI 検査の受け入れを行う

産科・ 婦人科〈 今村総合病院〉

慈愛会の産科・ 婦人科と し て、 いづろ 今村病院婦人科と の連携を

深めていく 。

分娩数の増加を図るため、 院内精神科と 連携し 、 精神疾患を合併・

既往し た妊婦を受け入れていく 。

垂水市と の医療提携を締結し 、 大隅地区の妊婦獲得につなげる。

また、 鹿児島大学婦人科腫瘍グループと の連携や法人内連携を 強

化し 、 患者数の増加を図る。

１ ． 分娩数の増加
⑴精神疾患合併・ 既往妊婦の分娩数を 増やす

⑵垂水市と の医療提携を締結し 、 大隅地区の妊婦獲得につなげる

２ ． 手術数の増加
⑴腹腔鏡手術、 膣式手術件数の増加

⑵鹿児島大学に手術応援を 依頼し 、 今まで当院で行えなかっ た手術を

実施し ていく

３ ． 化学療法患者数の増加
⑴鹿児島大学婦人科腫瘍グループと の連携強化を図る

４ ． 放射線治療患者数の増加
⑴鹿児島大学婦人科腫瘍グループと の連携強化を図る

５ ． 法人内・ 院内連携の強化・ 推進
⑴他科と の柔軟な院内連携の推進

⑵慈愛会関連施設から の紹介数の増加を目指し た広報活動

小児科〈 今村総合病院〉

小児内分泌専門外来の更なる充実を図る。

日本内分泌学会（ 小児科） の専門医の育成に関わる。

１ ． 小児内分泌専門外来の充実
⑴低身長・ 尿糖陽性者・ 生活習慣病・ 新生児マススク リ ーニン グ陽性

者の精査医療機関と し ての診療を 継続する

⑵上記において、 学校での成長曲線普及を すすめる

２ ． 日本内分泌学会（ 小児科） 専門医育成
⑴ 2021 年 4 月から 日本内分泌学会（ 小児科） 教育施設に認定さ れた。

今後専門医育成を 行う

病理診断科〈 今村総合病院〉

病理診断科と し ての専門性向上を図るため、 HTLV-1 感染細胞を可

視化できる HBZ-ISH 法を実施できる体制を整備する。

地域の医療機関と の連携を 強化・ 拡大し 、 院外から の病理診断コ

ンサルテーショ ンを開始し ていく 。

また、 当院病理診断科で蓄積し たデータ の発表サポート など、 院

外へ積極的に発信し ていく こ と で地域の医療機関から の患者紹介の

増加へ寄与する。

１ ． 当院病理診断科の専門性の向上
⑴増床・ 増科がなければ、 検体数の増加は見込めないため、 専門性の

向上を 目指す

⑵研究費での HTLV-1 感染細胞の可視化が可能な HBZ-ISH 法の関連機

材の購入

２ ． 当院病理診断科の専門性の向上・ 拡大
⑴新人技師の雇用・ 育成を図る

⑵ HBZ-ISH の手技を確立し 、 院内症例への対応を開始する

３ ． 専門性の向上・ 拡大による他科への貢献
⑴細胞診検査士の育成を 図り 、 高い技術と 知識で組織・ 細胞診両方に

対応可能な技師数を 増やし 、 仕事の効率化を促進する

⑵ HBZ-ISH の必要な院内症例への対応を開始する

４ ． 地域医療機関と の連携
⑴院外から の依頼受託に備え、 免疫染色に対応可能な技師の育成と 人

数増加を図る

⑵遺伝子検査に対応可能な技師数を 増やし、 HBZ-ISH の院外症例への

依頼対応を開始する

５ ． 地域医療機関と の連携拡大による地域貢献・ 紹介率向上への寄

与
⑴院外から の悪性リ ン パ腫を含めた病理診断コ ン サルテーショ ン の開

始

⑵蓄積し たデータ の発表サポート 、 当院病理診断科で可能な特殊検査

の知名度を上げるこ と で、 院外から の紹介数の増加に寄与する

歯科口腔外科〈 今村総合病院〉

地域の歯科医師と の病診連携の推進を図る。

多職種連携による口腔ケアチームの活動を活発にし 、 患者の健康

に寄与する。

１ ． 病診連携の推進
⑴地域の歯科医師と の密接な連携と 役割に応じ た医療分担によ り 、 患

者様により 良い医療を提供する

２ ． 口腔ケア活動の充実
⑴多職種連携によ る 口腔ケア活動を 行い、 口腔ケアを 通じ て患者の健

康に寄与する

糖尿病内科〈 いづろ 今村病院〉

糖尿病診療の専門性の向上と 他病院・ 診療所と の糖尿病診療ネッ

ト ワーク の維持・ 拡大を目指す。

糖尿病診療に携わる医師等の教育機関と し ての維持・ 発展を目指

す。

高齢な糖尿病患者に対する在宅生活を 見据えた診療及びケアの提

供を目指す。

１ ． 糖尿病専門性の維持・ 向上
⑴急性期から 慢性期にかけた専門医療の提供

⑵患者教育体制の維持

２ ． 教育機関と し ての維持・ 向上
⑴研修医、 専門医の教育・ 育成

⑵医療従事者の教育・ 育成

⑶講演会等を通じ た地域への啓発活動

３ ． 糖尿病診療ネッ ト ワーク の維持・ 拡大
⑴既存連携先ク リ ニッ ク 等と 顔の見える関係性を構築

⑵新規連携先の拡大と し て、 紹介・ 逆紹介を通じ た関係性を構築

⑶相互学習と し ての症例報告等の研修会開催（ 2 回 /年）

４ ． 専門性の高い糖尿病治療に加え在宅生活を見据えた治療と ケア
⑴病院特徴と なる べく 高齢者の糖尿病治療と し て在宅生活を 見据えた

診療と ケアの確立

５ ． 内部連携の強化・ 推進
⑴総合病院も 含め術前・ 術後の血糖コ ント ロール支援の定着化
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⑵他科と の柔軟な連携の推進

緩和ケア内科〈 いづろ 今村病院〉

シームレ スな緩和ケア利用の相談から 入院受け入れ、 退院後の在

宅支援を維持する。

内外部と のスムーズな連携体制の構築を目指す。

１ ． 入院の受け入れから 退院後の在宅支援までのシームレ スな体制

を維持する
⑴在宅支援と し て訪問診療の継続

⑵後任医師の確保

２ ． 法人内はも と より 、 外部機関と の連携によるスムーズな受け入
れ体制を維持する

⑴内部連携の推進

⑵地域連携活動の継続

⑶訪問系事業所と の連携体制の構築

総合診療科〈 いづろ今村病院〉

病病、 病診連携促進に向けた総合診療体制構築を目指す。

診断困難症例への対応から 終末期医療まで幅広い総合診療医療の

提供を目指す。

１ ． 総合診療体制の構築
⑴ポスト 、 サブアキュ ート におけるト リ アージ機能の確立

⑵地域医療機関への周知活動

⑶総合診療部の運営維持

２ ． 総合診療の充実
⑴外来、 入院における総合診療ニーズへの対応

⑵がん以外の終末期医療への対応

外科〈 いづろ 今村病院〉

病病、 病診連携促進に向けた総合診療体制構築を目指す。

大腸・ 肛門診療体制を維持する。

１ ． 法人内連携の維持
⑴今村総合病院と の連携維持

２ ． 総合診療体制の構築
⑴総合診療部の運営維持

⑵地域医療機関への周知活動

⑶ポスト 、 サブアキュ ート におけるト リ アージ機能の確立

３ ． 専門診療の維持
⑴大腸・ 肛門診療体制の維持

婦人科〈 いづろ 今村病院〉

患者からの信頼性を高められるよう に丁寧な診療や接遇を継続する。

健診事業拡大に伴う 婦人科検査への準備を行う 。

婦人科診療における今村総合病院と の連携体制を強化する。

１ ． 安心と 信頼性のある診療の維持・ 拡大
⑴内部他科と の連携体制による柔軟な診療体制の維持

⑵健診事業における婦人科検査への貢献

２ ． 内部連携の維持・ 拡大
⑴今村総合病院婦人科と の連携体制維持・ 拡大

皮膚科〈 いづろ 今村病院〉

地域診療所と の連携体制による入院ニーズへの対応など病診連携

構築を目指す。 　 　

難治性皮膚潰瘍など新たな皮膚診療への体制を構築する。

１ ． 外部皮膚科と の連携体制の構築
⑴入院治療が必要な患者の受け入れによる診療所支援体制の構築

２ ． 院内他科と の連携体制の構築
⑴他科皮膚疾患診療ニーズへの対応

３ ． 難治性皮膚潰瘍治療ニーズへの対応
⑴う っ 滞性潰瘍等の診療体制の構築

放射線科〈 いづろ 今村病院〉

画像診断の質向上に向けた技師の育成に努める。 　

画像撮影、 診断における病診連携の拡大をすすめる。

１ ． 画像診断力の向上、 放射線技師の育成支援
⑴研修会等への参加によるスキルアッ プ

２ ． 法人内・ 外と の画像連携の推進
⑴連携先診療所支援と し て、 画像撮影・ 診断支援体制の拡大

３ ． 健診事業拡大に向けた体制整備
⑴健診事業拡大への対応： 2024 年度～

健康管理センタ ー〈 いづろ 今村病院〉

健診者に改善と いう 結果が出せるよう 行動変容を 促す健診を目指

す。

受け入れ体制の拡充に向けハード 面での見直し と ソ フ ト 面の向上

を目指す。

１ ． 健診事業の質向上及び受け入れ拡大を目指す
⑴産業医事業の検討と 展開

⑵サービスの質の向上と し て、保健指導の改善、フ ォ ローアッ プの充実、

個別対応を充実さ せる

⑶ハード の見直し ： 2024 年度までに

２ ． 健診を受ける企業に健康経営の支援を行う
⑴企業経営支援と し て、 健診及び健康指導などの教育を 産業医と 連携

し て実施する。

３ ． 各職種の専門性向上
⑴職種毎の専門性の向上に努める。

精神科〈 谷山病院・ 奄美病院・ 徳之島病院〉

【 谷山病院】

多様な精神救急への対応や災害対応の役割を 担い、 地域に不可欠

な病院と し ての役割を果たす。

人事育成の観点においても 協力型研修病院と し て研修医と 専攻医

を受け入れ、 地域医療の向上に寄与する。

【 奄美病院】

奄美の精神科中核病院と し ての地域ニーズに合わせた診療体制の

継続（ 病床再編及び地域生活支援）

【 徳之島病院】

離島（ 南三島） 精神科医療病院と し て患者さ んのニーズに合っ た

診療を心掛ける。

１ ． 医療体制
⑴精神科救急の地域拠点病院と し て多様な精神救急への対応（ 谷山）

⑵奄美の精神科中核病院と し て断ら ない診療体制の継続（ 奄美）

⑶離島（ 南三島） の精神科医療に邁進する（ 徳之島）

２ ． 災害対応
⑴ DPAT 2 チームの維持： 2024 年度まで（ 谷山）

⑵ DPAT ３ チーム体制の構築： 2025 年度～（ 谷山）

⑶有事における対応力強化（ 奄美）

⑷災害時における対応力強化（ 徳之島）

３ ． 人材育成
⑴協力型研修病院と し て研修医と 専攻医の受け入れ（ 谷山）

⑵協力型研修病院と し て研修医の受け入れ（ 奄美）

⑶精神保健指定医取得支援（ 奄美）

⑷パラ メ ディ カ ルの地元養成に努める（ 徳之島）

４ ． 認知症対応
⑴認知症疾患医療センタ ーの継続と 充実（ 谷山・ 奄美）

５ ． その他
⑴喜界島における巡回診療の継続（ 奄美）

⑵児童相談所及び愛の浜園への医師派遣継続（ 奄美）

⑶沖永良部島・ 与論島巡回診療相談の継続（ 徳之島）

⑷障害者施設（ 徳州園） への配置医の継続（ 徳之島）
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永年勤続者の労を ねぎら い、感謝の意を 込め表彰する

制度が導入さ れます。

2021年8月よ り 事務長会にて、コ ロ ナ禍においても 職

員の方々がバーン アウト し ない法人の取り 組み、40年働

いて いただく 新たな 仕組み作り が必要と 考え 検討を 重

ねてま いり まし た。法人運営に貢献さ れた先輩方を 大切

にする 組織風土を 醸成する こ と で 、帰属意識の向上、早

期離職防止（ 組織に大切にさ れている 感覚）、更にはリ ク

ルート（ 当法人で働き たい気持ち ）等に繋げら れる と 思

料し 導入する も のです。

毎年4月1日時点で、勤続年数が10年、20年、30年、40年

に達し た職員（ 嘱託・ パート 職員等を 含む）を 対象に、表

彰状のほか右記の通り 表彰し 、永年の功績に敬意を 表し

ます。

● 永年勤続者表彰の新設 ●

● 臨床看護教員の病院配置 ●

法人事業本部　 統括看護部長/看護部支援室長/教育開発センタ ー長　 木佐貫　 涼子

今後新興感染症等の影響によ り 、臨床での実習を 満足し て経験でき ない学生が職場に配置さ れ、卒業時の習得レ ベルに差が

あると 、新入職者の不安や緊張の高まり によるリ アリ ティ ショ ッ ク を 生じ るこ と が予測さ れます。また、新人教育にかなり の時間

を 要するこ と も 懸念さ れます。慈愛会の強みを生かし 、臨床と 学校が一体化し て看護の実践・ 教育・ 研究面で連携する こ と により 、

看護ケアと 看護教育の質の向上を 図ると と も に、両者の機能の一層の向上を 図っ ていき ます。

2022年度より 、今村総合病院に初めて「 臨床看護教員」（ ※）が配属さ れます。

2022年４ 月１ 日　 笹貫訪問看護ステーショ ン 愛の街は、介護老人保健施設愛と 結の街グループ よ り 独立し「 慈愛会在宅診療

部」と し て新たなスタ ート を 切り まし た。笹貫訪問看護ステーショ ンは、2013年３ 月、介護老人保健施設愛と 結の街グループと な

り 現在の小原町へ移転し 、地域に根差し た訪問看護を 展開し てき まし た。2019年８ 月、在宅支援を 含めた地域包括ケアシステ ム

を 基盤に更なる地域と の連携強化を 図る ため、谷山病院の精神科訪問看護と 統合し 、一般・ 精神の訪問看護ステーショ ンと なり ま

し た。統合し たこ と で、訪問看護件数も 増加し 、24時間在宅でも 安心し て暮ら せる 体制ができ まし た。又、2021年１ 月１ 日から は

泉町にサテラ イ ト 設立し 、訪問エリ ア拡大と 業務効率化を 図っ ています。

今回、慈愛会在宅支援部と し て、まずは訪問看護ステーショ ンを 独立するこ と で、人材育成はも と より 法人内外の事業所と の更

なる連携が図れる こ と を 目指し ています。

診療報酬改定でも 在宅部門における 見直し があり 、2040年を 見据えた医療のあり 様が大き く 変化する 時期にき ています。地域

包括ケアシステムを基盤に慈愛会在宅支援部が利用者と ク リ ニッ ク 等を含めた地域事業所と のハブ機能を果たす役割を 担い、住

み慣れた地域でそのひと ら し く 生活でき る よう 支援し 、将来的には、地域にと っ て必要な医療機能を 提供し ていく 事業所と なれ

る よう 取り 組んでいき たいと 思います。

● 慈愛会在宅支援部　 発足 ●

法人事業本部　 経営企画室長　 内田　 良慶

慈愛会在宅支援部長　 中薗　 明子

1日

1日

1日

1日

2日

2日

3日

3日

10,000円

5,000円

30,000円

15,000円

50,000円

25,000円

常 勤 職 員

パート 職員等

常 勤 職 員

パート 職員等

常 勤 職 員

パート 職員等

常 勤 職 員

パート 職員等

勤続年数 雇用形態 表彰金の額
リフレッ シュ

休暇

10年

20年

30年

40年

※臨床看護教員と は‥

看護学校教員資格を持ち、臨床の経験と 看護学校の教育経験を生かし 、臨床に配属し 、基礎教育と 臨床教育を

つないでいく 役割を担う も の。

「 臨床看護教員」 の主な業務

・ 看護学生支援‥実習し やすい環境づく り 、 臨地実習困難時の看護学校と 連携し た実習の工夫、 学校の講義

一部担当、 等

・ 実習指導者支援‥臨床指導に関わる看護師の教育力向上への支援、 指導上の課題を 抱える学生への支援に

かかる連携、 等

・ 卒後支援‥新人看護師支援（ リ アリ ティ ショ ッ ク 対策等） 、看護研究支援、離島病院の新人看護師教育支援、等

（ 谷山病院看護部長／精神科病院統括看護部長）
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慈愛会 N EW S

慈愛会学会運営委員会より

法人事業本部 総務人事課より法人事業本部 看護部支援室・ 教育開発センタ ーより

慈愛会の企業型確定拠出年金（ 企業型DC）対

象者向けに、投資信託の最近の動向や投信選びの

アド バイスを 伝える 動画コ ンテンツができまし た

（ 鹿児島銀行地域支援部DC担当 制作）。

ＱＲ コ ード で気軽にアクセス！

退職金運用のコ ツを学びまし ょ う 。

昨年開催さ れた第１ 回慈愛会学会を機に、こ のたび学会誌として“かごし ま慈愛会ジャ ーナル”を 発刊する

運びと なり まし た。

本誌では、慈愛会学会で優秀演題として受賞さ れた発表をまとめていただき記録として残す事と 、それ以外

でも 医療全般に貢献する論文、事例報告等を掲載する方針とし まし た。創刊号では、かごし まオハナクリニッ ク

の林恒存院長を筆頭に、第１ 回慈愛会学会で優秀演題に選ばれた10編の論文と 、“新型コロナウイルス感染症

下における病院経営”、“災害ト リ アージ演習の看護教育”など、直近の話題も含めた多職種から の専門性の高

い12編の論文を掲載し まし た。慈愛会グループの各施設は、急性期医療、専門医療をはじ め精神科医療、在宅

医療、介護老人保健、看護教育と 多岐にわたっています。慈愛会の中で、実際にどんな医療が提供さ れている

のかを知るには、と ても良い情報源と なると 思います。日常の業務でお忙し い中でご執筆いただきまし た筆頭

著者の方々、企画・ 構成・ 編集にご協力いただきまし た職員の方々には、心より 御礼申し 上げます。

“かごし ま慈愛会ジャーナル”創刊号として内容の濃い、慈愛会らし い充実し た学会誌になったと 思います。是非、コ ーヒーでも 飲みながら 、

ご一読いただけますと 幸いです。

かごし ま慈愛会ジャーナル編集委員長

今村総合病院副院長　 外科・ 消化器外科主任部長 上之園　 芳一

かごし ま慈愛会ジャ ーナルの刊行に寄せて

慈愛会学会 第２ 回学術集会を2022年７月９ 日（ 土）に開催いたします。これまで75演題（ 口演24、ポスター発表51）

の応募がありまし た。今回のテーマに込めた「 慈愛会の歴史から学び、慈愛会が未来に向かって飛躍するきっかけと

なる」ことを期待して講演やシンポジウム、発表など企画しております。多く の皆様のご来場をお待ちしております。

【 会場変更のお知らせ】

皆様のご要望とより 多く の職員の方々にご参加いただく ためにオンライン参加が可能な環境設備のある

鹿児島県市町村自治会館（ 鹿児島市鴨池新町7-4）へ会場を変更いたします。

ご来場の際、お間違えのないよう よろしく お願いいたし ます。

第２ 回学術集会『 過去から 学び、飛躍する慈愛会』

「 投資教育」はじ めます！

―動画で学ぶ退職金運用―

ウクライナ情勢により 投信の値動きにも影響が

出ています。最近の動向を 、ぜひ動画でチェッ クし

てみてく ださ い。

本誌で は今後も「 動画で

学ぶ退職金運用」シリ ーズを

ご紹介していきます。

【 主な内容】

・ 2021年における投資信託の実績

・ 投資信託のリスクについて

・ 2022年１ 月から２ 月にかけての投資信託の値動き

2022年５ 月14日（ 土）、かごし ま県民交流センタ ー

（ 鹿児島市山下町14-50）にて「 第３ 回 心に届く 慈愛の

物語を 紡ぐ 会」を開催いたし ます。慈愛会で様々な職

員と 患者さん利用者の方 と々 の織り なす日常の物語を

語り 理解し あい、今後につなげていく 取り 組みです。

今年度は看護職や精神福祉士、事務職から 51作品

のエピソード が寄せら れまし た。１ 次選考会を経て2022年４ 月８ 日の２ 次選考会に

て入選作品を決定いたし まし た。入選さ れた13名の皆様おめでとう ございます。

入選さ れた作品と作者をご紹介いたし ます。

13作品の中から最優秀作品、優秀作品が選ばれます。

選考委員長三角みづ紀先生（ 詩人、鹿児島市出身）より 、心に届く 慈愛の物語を

紡ぐ 会当日５ 月14日に開催会場で発表いたし ます。三角みづ紀先生の選評、心に届

く 慈愛の物語に触れる機会を楽し みに皆様のご来場を心よりお待ちしております。

心に届く 慈愛の物語を紡ぐ 会

谷山病院　 田中　 聖将

谷山病院　 池澤　 真代

いづろ今村病院　 平石　 敬美

奄美病院　 松下　 理絵

谷山病院　 宮崎須美子

愛と 結の街　 徳田めぐ み

愛と 結の街　 中村真由美

愛と 結の街　 加納　 美紀

愛と 結の街　 宮田　 　 強

今村総合病院　 林　 　 真香

今村総合病院　 吉森みゆき

今村総合病院　 野元　 海輝

愛と 結の街　 川﨑　 友義

「 余命二か月を告知された患者との関わり」

「 行動・ 心理症状を整える看護

　 　 ～人的環境として感情記憶に働きかける関わり～」

「 桜の咲く 季節」

「 日記」

「 コロナと戦う 美しき戦士たち　 ─コロナ鬼は外、福は内─」

「 ワンピースで初心を思い出す」

「 今できることを大切に」

「 私を助けてく れたＡさんの言葉」

「 笑顔をありがとう 」

「 生きたい気持ちに寄り添うことの大切さ 」

「 看取りの看護」

「 患者を家族と思い寄り添う 看護」

「 忘れられない出来事」

https://w w w.p ip -m aker.com /?view =1h jh

4 月 8 日の選考会の様子
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鹿児島中央看護専門学校２ 年課程（ 通信制）看護科は本年度修了の第15期生を 送り 出し たのち、本年３ 月末を 以て閉課

程と なり まし た。平成18（ 2006）年の開設から こ れまで、働き ながら 看護師免許取得を 目指す准看護師2,402名が入学。２ 年

間の厳し い学業を 成し 遂げた修了生が2,282名、そし て、総計2,110名が晴れて看護師免許を取得し まし た。

本課程は16年にわたり 准看護師から 看護師への移行教育を 続けてき ま し たが、入学対象と なる 准看護師数は減少の

一途を たどり 、また、准看護師の過半数が50歳超と いう 年齢構成の変化等を鑑み、2020年度の入学生を 最後に、学生募集を

停止し ていまし た。今後の南九州における准看護師の看護通信教育、面接授業、臨地病院見学実習等は、香川県の穴吹医療

大学校看護学科通信課程に継承さ れます。

鹿児島中央看護専門学校では引き 続き ３ 年課程（ １ 学年定員40名）が質の高い看護実践能力を も つ看護師養成に尽力

し ていき ます。

鹿中看２ 年課程（ 通信制）のOG/OBが慈愛会各施設で多数活躍し ています。代表し て第１ 期生お２ 人に、

閉課程に寄せてコ メ ント をいただきまし た。

18歳から 准看護師で働き 、40歳で鹿児島中

央看護専門学校２ 年課程通信制に入学し 、

看護師の道を目指し まし た。

第１ 期生の私は、頼る先輩も おらず未知の世界で右往左往

し 、先生に泣き ついたこ と も あり まし た。若い時と は違い、

居眠り も せずに授業を 受け、わかっ た！覚えた！と 思っ て

も 再び忘れ本を 開く こ と を 繰り 返し ながら 、人生で最も 学

習し 必死で し た 。よ う やく 迎え た 国家試験の壮行会で は

「 やっ と こ こ までたどり 着いた」と 安堵し 、涙し たこ と を 思

い出し ます。難関の看護師国家試験に合格！卒業して10数年

たった今でも あの合格の喜びを忘れること はあり ません。

今は管理職の道に足を踏み入れて、職員の育成に奮闘して

いる日々です。

学校がいよいよ閉課程と 聞き 、と ても 寂し い思いがあり ま

す。看護師としての今の自分があるのも 、先生や同期生に支

えていただいたおかげだと 感謝しています。

看護師資格を 取得し て 看護にあたら な く

ては、真の看護が出来ないと の思いから 、

鹿児島中央看護専門学校２ 年課程（ 通信

制）へ入学し まし た。免許を 取得し て早14年が経ち ますが、

当時を 振り 返り 沢山の思い出が浮かびます。

１ 期生と し て何も かも 手探り 状態で、EBM に基づいた看

護を 叩き 込まれまし た。

奄美大島から の登校は体力・ 仕事と 家庭・ 学業・ 交通費・ 時

間軸と の調整と 大変でし た。国家試験前日には、食事の影響

と プ レ ッ シャ ーも あり 体調を 崩し まし たが、なんと か回復

し て受験でき まし た。

病院の支援体制・ 仲間と の交流・ 家族の支えのお陰で今の

私がいます。

目的を持っ て前進する事、ぶれない軸、人と 人と の繋がり

を 大切に通信制で学べた事に感謝致し ます。

鹿中看２年課程（ 通信制） 16年の歴史に幕鹿中看２年課程（ 通信制） 16年の歴史に幕

人生で 最も 学習し 必死だった日々

奄美病院　 看護師長　 富地　 幸代谷山病院　 副看護部長　 生見　 千鶴

病院の支援  仲間と の交流  家族の支え

　 　 　 　 　 通信制で学べたことに感謝

2年課程（ 通信制）を支えた教員・ 職員の皆さ ん

─ 准看護師から 看護師への移行教育に終止符 ─
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新入職員の皆さ ん 慈愛会へよう こそ
公益財団法人慈愛会の第73期入職式が2022年

４ 月１ 日、法人事業本部を ホスト 会場と し てオン

ラ イ ン開催さ れまし た。新卒94人、既卒19人の計

113人が配属先の各病院施設で式に臨みまし た。

今村英仁理事長は式辞で、昭和９ 年の創設から

も う すぐ 90年を 迎える 慈愛会の歴史や、「 慈愛会

マイ ン ド ＝『 あすなろ の精神』『 亀の一歩』」のフ

レ ーズを 紹介し「 皆さ んがこ れから 成長し キャ

リ アアッ プを図っ ていかれるこ と を期待し ます。

たと え困難にぶつかっ ても 決し てあき ら めずに前進し 続けてく ださ い」と 新入職員を激励し まし た。

本誌面では、今春社会人と し ての第一歩を踏み出し た新卒新入職員94人の配属先、職種、お名前をご紹介し ます。

第73期  入職式

第73期新卒新入職員
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たち

蝶観察の達人

蝶と の出会いは高校からです。

20歳から 50歳までは医学・ 診療に

専念し 、50歳以後に蝶の採集・ 観

察を再開し まし た。鹿児島昆虫同

好会に入り 、採集先で出会った人

達と 友達になり 、蝶仲間が増えま

し た。図鑑、雑誌、HP、仲間などか

ら情報収集し ます。

日本に約250種、鹿児島県にそ

の約半分の蝶がいます。成虫の発

生は年に１ 回のも のと 数回のも の

があり 、発生時期は種により 様々

です。成虫の活動時間も日の出、昼

間、夕方など様々です。変温動物な

ので活動を 休止する冬をどのよう

に過ご すのかが大切で す。卵、幼

虫、蛹、成虫と 越冬する形態は種に

より 様々です。春以後食樹（ 草）と

する植物の新芽、花、果実などの柔

らかい食べ物がある時期に合わせ

て幼虫になるよう です。旬の美味し

いも のを 食べて成長できるよう に

越冬形態を 変化さ せているよう に

見えます。以上のよう に依存する

植物を 変えること により 海岸から

高山まで幅広く 生息し 、成虫の発

生時期・ 活動時間などを 変えるこ

と も 加わって棲み分けているよう

に見えます。太古から 続く 世代を

繰り 返すための多様な仕組みに触

れること で自分に新たな気付き が

生まれ、蝶の観察は楽し いです。

写真撮影も 楽し いです。蝶は翅

（ はね）を 閉じ てと まること が多い

で すが翅を 開く（ S1）、花に 来る

（ S2，3）、交尾（ S4）、産卵などの瞬

間を見逃さ ないよう にし ます。飛翔

している蝶の求愛飛翔（ S5）、縄張

り 争い（ S6）など面白い行動の撮影

にも 挑戦し ます。診療に支障のな

い範囲で楽し みたいと 思います。

木佐貫　 彰 先生

いづろ今村病院循環器内科　 部長

S1　 エゾミ ド リ シジミ 　 オス S2　 タ イ ワン ツバメ シジミ 　 メ ス

S3　 ツマムラ サキマダラ 　 オス S4　 ゴイ シシジミ 　 オス（ 左）・ メ ス（ 右）

S5　 メ スグロ ヒ ョ ウモン 　 オス（ 右）・ メ ス（ 左） S6　 リ ュ ウキュ ウムラ サキ　 オス（ 左・ 右）
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フィロソフィ
【 徳之島病院の取り 組み】

チーム力を高め「 お互いさ ま」と 思える職場風土作り の一環として、毎朝ミ ーティ ング

後にフィ ロソ フィ を朗読し 、一日がスタ ート し ます。朗読者は日報で確認後、その日の心

境や職場の雰囲気に沿って項目を 選択し 、メ ッ セージ性を 込めて朗読している 事が多

く 、相槌を打つなど集中して聴き、経験談や感想を語る事も多々あります。

限ら れた人員で知恵を 絞り 、気力・ 体力を 維持し ながら の患者対応は容易ではありま

せん。対人関係においても 様々な葛藤を抱えながら 、日々自分の立ち位置で精一杯頑

張っています。フィ ロソフィ を共有し「 今日も 一日頑張ろう 」「 身が引き締まる」「 視点を変

えるきっかけと なった」など、振り 返り の大切な時間となっています。

徳之島病院　 療養病棟　 看護師長　 鷺坂　 のと み

第６ 項　 自ら燃える

物には可燃性、不燃性、自然性のも のがあるよう に、人間のタ イプ にも 火を 近付けると 燃え上がる 可燃性の人、火を 近付けても 燃えな い不燃性の

人、自分でカッ カと 燃え上がる自然性の人がいます。

何かを 成し 遂げよう と する 人は、自ら 燃える情熱を 持たな ければなり ません。高校野球で は、心から 野球の好き な 若者達が、甲子園と いう 大き な目

標を 目指し 、一丸と なっ て活き 活きと 練習に励んでいます。その姿には、未来への可能性と エネルギッ シュ な 躍動が感じ ら れます。彼ら は自ら 燃える自

然性の集団な のです。

自ら 燃えるためには、自分のし ていること を 好き になると 同時に、明確な目標をも つこと が必要です。

自ら が燃えるよう な炎と なる

　「『 心を 燃やせ』と『 人は心が原動力だから 』ってセリ フ が好きだな」。ある日、車内で８ 歳になる息子と 某人気アニメ の

好きなセリ フ について話し まし た。「 僕も 好き 」と 息子も 頷き 、「 だから 習い事や勉強を頑張るんだ」と 嬉し そう に話してく

れまし た。

　 慈愛会フィ ロソ フィ の第６ 項に「 自ら燃える 」と あり ます。こ の話をし た時に、「 自分は、このアニメ のキャラクタ ーのよう

に、心を 燃やして仕事をしているのか？」と いう 疑問が出てきまし た。やっているつもり 、出来ているつもり になっていない

か、日々自問自答しています。自らが燃えるよう な炎と なり 、患者様の楽し さ や生きがいに火がつく 作業を提供していきた

いと 思います。

徳之島病院　 リハビリ 室　 作業療法士　 古田　 真悟

在宅ですごし たい思いを支えて

いづろ今村病院・ 緩和ケアチームのリンクスタッフの一員として外来に勤務しています。緩和外来に通院中の患者様・ ご家

族のサポート 、入院支援、訪問診療の同行などが現在の主な役割です。緩和の訪問診療は2 02 0 年６ 月から 外来看護師が

同行する事になり 、今まで多く の自宅や施設へ訪問させていただきまし た。

その中で、A氏と は緩和の面談から 関わりまし た。面談時より 本人・ 家族とも 在宅

希望がありましたが独居であること が問題でし た。はじ めのうちは、自分のペースで

何と か生活出来ていまし たが、症状の悪化のため入院となってし まいまし た。それで

も 在宅で過ごし たいと いう 本人の思いを尊重し 、住環境を 整え自宅退院へつなぐ事

が出来まし た。訪問診療の際、驚く ほど表情も 良く 、「 家に帰ってこ れて本当に良

かった」と 涙を流し 喜んでいまし た。思いに寄り 添う 事ができ 、在宅での様子を自身

の目でみる事ができ 、私自身も 嬉し かったです。最期は病院で看取りましたが、独居

でも多方面の支援があれば自宅で過ごす事が出来ると いう 事例でし た。

患者・ 家族の尊厳を 守り つつ、病気の進行による心や体のつらさ を 理解し 、最期

までその人らし い療養生活を 送ること ができるよう 、今後も 他職種と 連携し なが

ら 、更に充実した緩和ケアを提供出来るよう につと めてまいりたいと 思います。

在宅医療

リ レーエッ セー
7 いづろ今村病院　 総合外来看護師　 里之園　 美佐代

（ 所属は執筆当時。4月より 高麗町クリニッ クへ異動）

緩和ケア内科の松下格司主任部長と 一緒に
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本誌の表紙と 記事に取り 上げていただき まし たが、 鹿児島中央看護専門学校２ 年課程（ 通信制） 看護科は令

和４ 年３ 月 31 日を も ち まし て閉課程と なり まし た。 こ のタ イ ミ ングで編集後記の担当が回っ てき たこ と にも 不

思議な縁を感じ ます。

私は通信制の初年度から 16 年間、 事務担当として学生の皆さ んをサポート してまいり まし た。 その間 2,282 名

の修了生が巣立っていきまし た。 ある 時、 修了生のお一人から 、 修了式後にお手紙を頂いたこ と があり まし た。

そこ には「 事務の方々は縁の下の力持ち のよう な存在です。 沢山の事務処理をし て、 いつも 陰ながら 支えて頂き

有難う ございまし た」 と 記さ れていまし た。 こ の手紙を 読んだ時「 自分たちの仕事をちゃんと 見てく れている人が

いるのだ」 と 、 と ても 感動し たのを覚えています。

さ て、 慈愛会にも４ 月１日に 94 名の方が入職さ れまし た。 医療人も ある意味「 縁の下の力持ち」 と 言えるのでは

ないでし ょう か。 コ ロナ禍が続き 慣れない事も 多いと 思いますが、 フレッ シュな皆様のこれから のご活躍を楽し みに

しています。

鹿児島中央看護専門学校　 事務　 濵下　 千浪

（ 省 略）


